
ISSN　0027 -9153

稀本あれこれ―468―　小野職愨著『垤甘度爾列氏自然科目之順序』）
電子情報環境下における新しい図書館サービス
　―東京本館電子情報提供サービスのリニューアル―
　　　　　　　　　　　　　　　　＝主題情報部参考企画課 ・ 1
国立国会図書館の新しいサービス像
　―第8回図書館総合展― ・ 6
第26回中国国家図書館との業務交流
　「ウェブサイトを通じた図書館サービス」 ・13
平成18年度日本研究情報専門家研修を開催して ・22
平成18年度国立国会図書館長と行政・司法各部門支部図書館長
　との懇談会 ・24

　館内スコープ ・12
　本屋にない本 ・25
　遠客近客 ・25
　月例報告 ・27
　国立国会図書館の編集・刊行物 ・29
　NDL news ・29
　本を魅せる　常設展示案内（22）
　　路面電車クロニクル ・34

　＜お知らせ＞
　　常設展示のお知らせ ・12
　　関西館の新サービス ・30
　　　関西館総合閲覧室リニューアルのお知らせ ・30
　　　アジア情報室の新しいサービスのご案内 ・31
　　　　中国語電子ジャーナルの郵送複写サービスを開始しました ・31
　　　　アジア言語OPACでアラビア語図書の書誌情報が検索可能
　　　　　となりました ・31
　　　関西館における電子情報提供サービスの改善について ・32
　　「子どものための春休みおたのしみ会」開催のお知らせ ・33
　　NACSIS-ILL経由・総合目録ネットワーク経由の複写・貸出しの
　　　申込中止について ・33

国立国会図書館の編集・刊行物　入手案内（別刷）

2 2007 No 551



国立国会図書館利用案内

東京本館　〒100-8924　東京都千代田区永田町1－10－1
　　　　　電話　03（3581）2331
　　　　　利用案内　電話　03（3506）3300（音声サービス）
　　　　　　　　　　電話　03（3506）3301（FAXサービス）

関 西 館　〒619-0287　京都府相楽郡精華町精華台8－1－3
　　　　　電話　0774（98）1200（音声サービス）
　　　　　利用案内　電話　0774（98）1212（FAXサービス）

ホームページ　http://www.ndl.go.jp/

利用できる人　満18歳以上の方
資料の利用　館内利用のみ。館外への帯出はできません。
開 館 日　月曜日から土曜日
休 館 日　 日曜日、国民の祝日・休日、年末年始、資料整理休館日（第3

水曜日）
所 蔵 資 料　 当館の所蔵資料は、納本、購入、国際交換、寄贈等によって収

集され、東京本館、関西館、国際子ども図書館に分散して配
置されています。

＜東京本館のおもな資料＞和洋の図書、和雑誌、洋雑誌（年刊誌、モノグラ
フシリーズの一部）、和洋の新聞、各専門室資料
＜関西館のおもな資料＞和図書・和雑誌・新聞の一部、洋雑誌、アジア言語
資料・アジア関係資料（図書、雑誌、新聞）、科学技術関係資料、文部科学省
科学研究費補助金研究成果報告書、博士論文

東京本館のサービス時間

関西館のサービス時間

開 館 時 間 　月～金曜日　9:30～19:00　土曜日　9:30～17:00
※ただし、音楽・映像資料室、憲政資料室、古典籍資料室の開室時間は17:00までです。

資料請求時間 　月～金曜日　9:30～18:00　土曜日　9:30～16:00
※ただし、音楽・映像資料室、人文総合情報室特別コレクション、憲政資料室および古
典籍資料室の資料請求時間は16:00までです。

即 日 複 写 受 付　月～金曜日　10:00～18:00　土曜日　10:00～16:00
後 日 複 写 受 付　月～金曜日　10:00～18:30　土曜日　10:00～16:30
オンライン複写受付　月～金曜日　10:00～17:30　土曜日　10:00～15:30

開 館 時 間　10:00～18:00　　即 日 複 写 受 付　10:00～17:00
資料請求時間　10:00～17:15　　後 日 複 写 受 付　10:00～17:45
セルフ複写受付　10:00～17:30　　オンライン複写受付　10:00～17:00

※詳しくは当館ホームページをご覧ください。



垤
デ

甘
カン

度
ド

爾
ル

列
レ

氏
し

自然科目之順序（小野職
もと

愨
よし

著）

〈請求記号　849-23〉 （巻頭から二丁表まで）

〈請求記号　特1-3247〉 （右半分）

垤甘度爾列氏 物自然分科表（文部省博物局）

kihon arekore

(468)



小
野
職�
�
�
�愨
著�

�
垤
甘
度
爾
列
氏
自
然
科
目
之
順
序
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

田
中
芳
男
訳
『
垤
甘
度
爾
列
氏　

物
自
然
分
科
表
』（
一
帖　

五
〇
×
一
五
五
㎝
）
は
、
明
治
五
（
一
八
七
二
）
年
一
〇
月
に
初
版
、
明
治
八
年

一
二
月
に
校
訂
版（
写
真
下
段
）が
、文
部
省
博
物
局
か
ら
刊
行
さ
れ
た
。
当
時
の
先
端
の
知
見
、自
然
分
類
の
方
式
に
よ
る
植
物
分
類
の
紹
介
で
あ
る
。

自
然
分
類
は
、
個
々
の
生
物
の
形
態
的
類
似
性
の
把
握
に
よ
っ
て
な
さ
れ
、
一
九
世
紀
後
半
の
進
化
論
確
立
を
背
景
と
し
て
発
展
し
た
分
類
体
系
で

あ
る
。「
垤
甘
度
爾
列
氏
」
は
、
ス
イ
ス
の
植
物
学
者 

ド
ゥ・カ
ン
ド
ル
（A

ugustin Pyram
e de Candolle 

一
七
七
八―

一
八
四
一
）。
自
然
分
類

に
よ
る
植
物
分
類
の
大
成
者
で
あ
る
。
校
訂
版
の
「
緒
言
」
に
よ
れ
ば
、イ
ギ
リ
ス
の
植
物
学
者
バ
ル
フ
ォ
ア
（John H

utton Balfour 

一
八
〇
八

―

八
四
）の
著
書
記
載
の
表
か
ら
抄
出
し
た
と
す
る
が
、底
本
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
植
物
を「
有
花
」「
無
花
」の
二
部
に
大
別
し
、「
有
花
」は「
外

長
部
即
雙
子
葉 EX

O
GEN

A
E O
R D
ICO
T
Y
LED

O
N
ES.

」「
内
長
部
即
單
子
葉 EN

D
O
GEN

A
E O
R M

O
N
O
CO
T
Y
LED

O
N
ES.

」
に
、

「
無
花
」
は
「
無
花
部
即
無
子
葉 CRY

PT
O
GA
M
O
U
S. A
CO
T
Y
LED

O
N
ES.

」
に
分
類
し
、
さ
ら
に
下
位
分
類
が
あ
り
、
最
終
的
に
は

二
二
〇
の
「
綱
」
に
分
類
す
る
。「
綱
」
は
現
在
の
「
科
」
に
相
当
す
る
。
二
二
〇
の
綱
に
は
、
ラ
テ
ン
語
科
名
と
対
応
す
る
「
漢
名
」
が
記

さ
れ
て
い
る
。「
緒
言
」
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
「
漢
名
」
は
「
近
年
漢
譯
ノ
書
」
か
ら
選
び
、
漢
訳
が
な
い
場
合
は
新
た
に
「
譯
字
ヲ
製
シ
」、

ま
た
は
、和
名
を
「
漢
字
ニ
テ
填
メ
」
る
こ
と
で
体
裁
を
整
え
た
と
い
う
。
こ
れ
ら
の
「
漢
名
」
は
、『
植
學
譯
筌
』（
文
部
省
刊　

明
治
七
年
）、

『
草
木
圖
説
目
録　

草
部
』（
博
物
館
刊　

明
治
七
年
）
等
の
博
物
書
に
採
用
さ
れ
、
現
在
ま
で
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
っ
た
。

　

今
回
紹
介
す
る
の
は
、
写
本
『
垤
甘
度
爾
列
氏
自
然
科
目
之
順
序
』
で
あ
る
。
墨
付
三
三
丁
、
二
四
㎝
。
衆
芳
軒
叢
書
罫
紙
使
用
。
著
者
名

は
な
い
が
、
罫
紙
や
字
体
か
ら
判
断
し
て
、
小
野
職
愨
自
筆
で
あ
る
こ
と
に
間
違
い
は
な
い
だ
ろ
う
。
本
文
巻
頭
（
写
真
上
段
）
に
「
垤
甘
度

爾
列
氏
自
然
科
目
之
順
序/D

ecandolle's system
 of natural orders./

其
一 

外
長
部/Class 1. Exogenae.

」
と
あ
る
。
続
い
て
「
毛
莨

科/Ranunculaceae.

」「
木
天
蓼
科/D

elleniaceae.
」「
木
蘭
科
」「
防
已
科
」「
伏
牛
花
科
」「
睡
蓮
科
」「
蓮
科
」
と
、
田
中
芳
男
訳
『
垤
甘

度
爾
列
氏　

物
自
然
分
科
表
』
と
ほ
ぼ
同
一
の
漢
字
の
科
名
一
六
四
件
が
、
同
一
の
順
序
で
続
く
。
同
じ
底
本
を
用
い
て
の
抄
訳
で
あ
ろ
う
。

た
だ
し
、
分
類
は
、
冒
頭
以
外
は
、「
其
二 

内
長
部
」「
其
三 
上
長
部
」
と
あ
る
の
み
。
下
位
分
類
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
科
名
の
後

に
は
、
一
件
か
ら
数
件
の
植
物
名
の
カ
ナ
書
き
と
漢
字
表
記
が
な
さ
れ
、「
二
百
十
六
」
ま
で
通
し
番
号
が
打
た
れ
て
い
る
。
自
然
分
類
の
方

式
よ
り
は
、
科
名
、
植
物
名
の
漢
訳
に
力
を
入
れ
た
訳
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
科
名
の
少
な
さ
、
漢
字
表
記
の
ぶ
れ
か
ら
判
断
す
る
と
、
明
治

五
年
刊
行
の
田
中
芳
男
訳
『
垤
甘
度
爾
列
氏　

物
自
然
分
科
表
』
の
原
稿
成
立
と
同
時
に
、
あ
る
い
は
先
行
し
て
、
こ
の
抄
訳
が
な
さ
れ
た
と

考
え
る
の
が
自
然
だ
ろ
う
。
小
野
職
愨
は
、
幕
府
医
官
に
し
て
小
野
蘭
山
以
来
四
代
目
の
小
野
家
当
主
。
該
博
な
本
草
学
の
知
識
を
有
し
、
か

つ
維
新
後
は
大
学
南
校
に
て
英
語
を
修
得
。
文
部
省
博
物
局
発
足
以
降
、
田
中
芳
男
と
共
に
、
博
物
局
・
博
物
館
事
業
の
中
心
に
あ
っ
た
。
共

著
の
博
物
書
も
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
小
野
職
愨
著
『
垤
甘
度
爾
列
氏
自
然
科
目
之
順
序
』
の
存
在
を
、
田
中
芳
男
が
知
ら
な
か
っ
た
と
は
考
え

に
く
い
。
こ
の
資
料
は
、
田
中
芳
男
訳
『
垤
甘
度
爾
列
氏　

物
自
然
分
科
表
』
の
「
漢
名
」
選
出
に
、
深
い
影
響
を
及
ぼ
し
た
可
能
性
が
高
い
。

　

自
然
分
類
の
把
握
、
植
物
の
漢
名
科
名
の
成
立
過
程
を
う
か
が
え
る
資
料
と
し
て
興
味
深
い
。（
当
館
請
求
記
号　

849-23

）（
膝ひ
ざ
た
て舘　

寿す

巳み

恵え

）
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国
立
国
会
図
書
館
で
は
、
す
で
に
本
誌
五
四
七
（
二
〇
〇
六
年
一
〇
月
）
号
で
お
知
ら
せ
し

た
と
お
り
、
平
成
一
八
年
一
〇
月
二
三
日
（
月
）
か
ら
東
京
本
館
に
お
け
る
一
般
利
用
者
に
対

す
る
電
子
情
報
提
供
サ
ー
ビ
ス
の
改
善
を
図
り
、
提
供
コ
ン
テ
ン
ツ
の
拡
充
、
プ
リ
ン
ト
ア
ウ

ト
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
お
よ
び
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
情
報
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
主
眼
と
す
る
新
し
い
電

子
情
報
提
供
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
た
。

　

な
お
、
国
会
議
員
・
国
会
関
係
者
に
対
し
て
は
、
こ
れ
に
先
立
つ
平
成
一
八
年
五
月
か
ら
議

員
閲
覧
室
お
よ
び
国
会
分
館
内
に
閲
覧
端
末
を
配
備
し
、
一
般
利
用
者
と
同
等
の
コ
ン
テ
ン
ツ

に
加
え
、
国
会
向
け
コ
ン
テ
ン
ツ
の
提
供
を
行
っ
て
い
る
。

　

本
稿
で
は
、
当
館
に
お
け
る
電
子
情
報
提
供
サ
ー
ビ
ス
の
こ
れ
ま
で
の
経
緯
を
ふ
ま
え
た
上

で
、
今
回
の
改
善
点
と
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
、
利
用
状
況
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

経
緯

　

東
京
本
館
で
は
、
平
成
一
三
年
七
月
か
ら
Ｃ
Ｄ
／
Ｄ
Ｖ
Ｄ―

Ｒ
Ｏ
Ｍ
な
ど
パ
ッ
ケ
ー
ジ
系
電

子
出
版
物
の
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
、
平
成
一
五
年
五
月
に
は
電
子
ジ
ャ
ー
ナ

ル
の
提
供
を
開
始
す
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
電
子
情
報
に
つ
い
て
は
コ
ン
テ
ン
ツ
の
内
容
・
種
類

に
応
じ
て
個
別
に
提
供
を
行
っ
て
き
た
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ま
で
の
方
式
で
は
、
個
別
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を
利
用
で
き
る
専
門
室
が
限
定
さ

れ
る
、プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
が
特
定
の
コ
ン
テ
ン
ツ
に
限
定
さ
れ
る
、な
ど
と
い
っ
た
制
約
が
あ
っ

た
。
ま
た
、
設
定
を
端
末
ご
と
に
個
別
に
行
わ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
に
よ
る
シ
ス
テ
ム
管
理
の

煩
雑
さ
な
ど
、
サ
ー
ビ
ス
を
運
営
し
て
い
く
上
で
も
幾
多
の
課
題
を
抱
え
て
い
た
。

　

図
書
館
サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る
電
子
情
報
提
供
の
重
要
性
が
ま
す
ま
す
高
ま
る
な
か
で
、
こ
れ
ら

の
課
題
を
解
決
し
、
多
様
化
す
る
コ
ン
テ
ン
ツ
を
よ
り
幅
広
い
利
用
者
に
提
供
す
る
こ
と
を
可
能

と
す
る
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
と
そ
の
た
め
の
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
つ
い
て
、
平
成
一
七
年
度
か
ら
主
題

情
報
部
を
中
心
に
検
討
を
行
い
、
新
し
い
電
子
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
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新
し
い
電
子
情
報
提
供
サ
ー
ビ
ス
の
特
徴

●
す
べ
て
の
専
門
室
か
ら
利
用
可
能
に

　

閲
覧
用
端
末
の
配
備
台
数
お
よ
び
サ
ー
ビ
ス
ポ
イ
ン
ト
を
大
幅
に
拡
大
し
、
原

則
と
し
て
す
べ
て
の
専
門
室
で
電
子
情
報
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
し
、
コ
ン
テ
ン

ツ
の
利
用
条
件
等
に
応
じ
て
【
別
表
】
の
と
お
り
五
種
類
の
閲
覧
用
端
末
を
設
け
た
。

　

契
約
し
た
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
や
パ
ッ
ケ
ー
ジ
系
電
子
出
版
物
、
当
館
が
作
成
し

た
電
子
情
報
を
サ
ー
バ
か
ら
各
専
門
室
の
閲
覧
用
端
末
に
配
信
す
る
こ
と
で
、
た

と
え
ば
各
ジ
ャ
ン
ル
の
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
や
新
聞
記
事
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
な
ど
主
題

を
問
わ
ず
有
用
な
コ
ン
テ
ン
ツ
を
原
則
と
し
て
ど
の
専
門
室
か
ら
も
同
じ
よ
う
に

利
用
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。

　

一
方
、
国
立
国
会
図
書
館
法
に
基
づ
く
納
本
制
度
に
よ
っ
て
収
集
し
た
パ
ッ
ケ
ー

ジ
系
電
子
出
版
物
（
以
下
「
納
本
パ
ッ
ケ
ー
ジ
系
」
と
い
う
。）
に
つ
い
て
は
、
電

子
出
版
関
係
団
体
と
の
申
し
合
わ
せ
に
よ
り
、
従
来
ど
お
り
電
子
資
料
室
な
ど
特
定

の
資
料
室
内
で
端
末
一
台
の
み
で
の
ス
タ
ン
ド
ア
ロ
ン
方
式
に
よ
る
提
供
と
な
る
。

　

な
お
、
閲
覧
端
末
の
利
用
に
は
館
内
利
用
カ
ー
ド
を
用
い
る
こ
と
と
し
、
利
用

終
了
後
に
閲
覧
履
歴
を
消
去
・
再
起
動
す
る
こ
と
で
利
用
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に

配
慮
す
る
と
同
時
に
、
端
末
の
制
御
を
一
元
管
理
す
る
こ
と
で
サ
ー
ビ
ス
運
営
の

効
率
化
を
図
っ
て
い
る
。

●
コ
ン
テ
ン
ツ
の
充
実

　

有
用
な
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
や
パ
ッ
ケ
ー
ジ
系
電
子
出
版
物
が
、
各
専
門
室
の
閲
覧

端
末
か
ら
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
提
供
に
よ
っ
て
利
用
可
能
と
な
る
よ
う
、
契
約
コ
ン
テ
ン

ツ
の
拡
充
に
努
め
て
い
る
。
本
年
一
月
現
在
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
系
電
子
出
版
物
二
二
種

【別表】電子情報閲覧用端末の種類・サービスポイント一覧

端末名称 提供するコンテンツ
プリントアウト
（有料）の可否、
枚数制限

サービスポイント
議
会
官
庁
資
料
室

雑
誌
課
別
室

電
子
資
料
室

音
楽
・
映
像
資
料
室

科
学
技
術
・
経
済
情
報
室

人
文
総
合
情
報
室

地
図
室

憲
政
資
料
室

古
典
籍
資
料
室

新
聞
資
料
室

A端末
● CD/DVD-ROM等のパッケージ系電子出版物
● 電子ジャーナル等のネットワーク系電子出版物
●国立国会図書館作成コンテンツ

１回につき
100枚まで ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

Ｂ端末

● 契約上、プリント不可のコンテンツ（『大宅壮一
文庫雑誌記事索引CD-ROM（1988～2005）』、日
外アソシエーツ刊行CD-ROM、オンラインデー
タベース『BL inside web』） 

不可 － － ○ － ○ ○ － － － ○

Ｃ端末

● 納本によるCD/DVD-ROM等のパッケージ系電
子出版物
● 一部の図書や雑誌に付属するCD/DVD-ROM等
のパッケージ電子出版物

１資料につき
Ａ４判で20枚
以内

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○

（コンテンツは、サービスポイントによって異なる。）

JDreamⅡ
端末 ●オンラインデータベース『JDreamII』 １回につき

20枚まで － － － － ○ － － － － －

インター
ネット端末 ●インターネット上の情報 不可 ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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類
、
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
・
オ
ン
ラ
イ
ン
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
三
二
種
類
の
利

用
が
可
能
で
あ
る
（
利
用
で
き
る
コ
ン
テ
ン
ツ
の
一
覧
は
、http://

w
w
w
.ndl.go.jp/jp/service/tokyo/data_eips.htm

l

参
照
）。
た

だ
し
、
一
部
の
コ
ン
テ
ン
ツ
に

つ
い
て
は
、
契
約
条
件
に
よ
り

特
定
の
専
門
室
内
で
の
み
提
供

す
る
も
の
や
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト

が
で
き
な
い
も
の
も
あ
る
。

　

利
用
に
あ
た
っ
て
は
、
そ
の

都
度
出
納
し
て
装
着
す
る
こ

と
で
利
用
に
供
す
る
納
本
パ
ッ

ケ
ー
ジ
系
を
除
い
て
、
各
閲
覧

用
端
末
ご
と
に
利
用
可
能
な
コ

ン
テ
ン
ツ
の
一
覧
（
概
要
説
明
お

よ
び
ヘ
ル
プ
付
き
）
か
ら
な
る
メ

ニ
ュ
ー
画
面
を
表
示
し
、
そ
こ

か
ら
コ
ン
テ
ン
ツ
を
選
択
す
る

こ
と
で
閲
覧
が
可
能
で
あ
る
。

●
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

　

各
専
門
室
の
閲
覧
端
末
の
画
面
上
で
直
接
複
写
の
申
込
み
を
行
う

こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
コ
ン
テ
ン
ツ
ご
と
に
複

雑
に
分
か
れ
て
い
た
複
写
条
件
に
つ
い
て
、利
用
の
便
を
図
る
た
め
、

閲
覧
端
末
ご
と
に
同
一
の
条
件
（
原
則
と
し
て
一
回
の
申
込
み
に
つ

き
一
〇
〇
枚
ま
で
）
に
よ
る
こ
と
と
し
た
。

　

一
方
、
納
本
パ
ッ
ケ
ー
ジ
系
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
は
あ
ら
か
じ

め
閲
覧
用
機
器
に
装
着
し
た
特
定
の
資
料
に
つ
い
て
の
み
複
写
可
能

で
あ
っ
た
が
、
新
た
に
原
則
と
し
て
す
べ
て
の
資
料
（
仕
様
上
制
約
の

あ
る
コ
ン
テ
ン
ツ
を
除
く
）が
、出
版
団
体
と
の
申
し
合
わ
せ
に
よ
り
一

資
料
に
つ
き
一
人
当
た
り
二
〇
枚
の
範
囲
内
で
複
写
可
能
と
な
っ
た
。

　

複
写
の
申
込
み
に
あ
た
っ
て
は
、
従
来
の
紙
の
複
写
申
込
書
に
氏

名
や
申
込
み
内
容
な
ど
を
記
入
す
る
方
式
か
ら
、
画
面
上
で
申
込
み

内
容
の
プ
レ
ビ
ュ
ー
画
面
を
確
認
し
た
上
で
必
要
事
項
を
入
力
す
る

方
式
と
し
、
利
用
者
の
負
担
軽
減
を
図
っ
た
。
ま
た
、
複
写
内
容
に

つ
い
て
、
複
写
条
件
や
著
作
権
に
係
る
制
限
な
ど
を
可
能
な
限
り
シ

ス
テ
ム
上
で
機
械
的
に
判
定
す
る
仕
組
み
と
す
る
こ
と
で
、
カ
ウ
ン

タ
ー
業
務
の
効
率
化
を
図
っ
た
。



551号／2007②国立国会図書館月報 ― 4―551号／2007② 国立国会図書館月報― 5―

　

複
写
物
は
、
従
来
と
同
様
に
新
館
一
階
電
子
資
料
室
内
の
プ
リ
ン

ト
ア
ウ
ト
カ
ウ
ン
タ
ー
で
受
け
取
る
。
な
お
、
最
終
的
な
印
刷
実
行

は
、
入
力
ミ
ス
な
ど
に
よ
る
誤
っ
た
申
込
み
を
避
け
る
た
め
、
利
用

者
が
申
込
み
内
容
を
再
確
認
し
、
必
要
に
応
じ
て
訂
正
等
を
行
っ
た

上
で
行
う
。

●
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
情
報
へ
の
ア
ク
セ
ス
提
供
の
開
始

　

各
種
図
書
館
等
の
目
録
・
主
題
書
誌
な
ど
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

の
有
用
な
コ
ン
テ
ン
ツ
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
利
用
者
が
調
査
研
究

を
効
率
的
に
行
う
こ
と
が
で

き
、
さ
ら
に
は
当
館
所
蔵
資
料

を
よ
り
有
効
に
活
用
で
き
る

こ
と
も
期
待
で
き
る
。
こ
の
た

め
、
従
来
か
ら
強
く
要
望
さ
れ

て
き
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
情

報
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
新
た
に

提
供
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

各
専
門
室
に
設
置
し
た
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
端
末
に
は
、
メ

ニ
ュ
ー
画
面
と
し
て
各
専
門

室
で
選
定
し
た
主
題
別
の
リ

ン
ク
集
を
用
意
し
、
有
用
な
サ

イ
ト
へ
の
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン

を
行
っ
て
い
る
が
、
幅
広
い
調

査
研
究
ニ
ー
ズ
を
考
慮
し
、
ア
ク
セ
ス
可
能
な
サ
イ
ト
に
は
、
機
器

等
に
危
害
を
及
ぼ
す
恐
れ
の
あ
る
サ
イ
ト
を
除
い
て
、
特
に
制
限
は

行
っ
て
い
な
い
。

　

ま
た
、
よ
り
多
く
の
利
用
者
に
活
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
一

回
の
使
用
時
間
に
制
限
を
設
け
る
ほ
か
、
電
子
メ
ー
ル
の
利
用
や
掲

示
板
へ
の
書
き
込
み
を
禁
止
す
る
な
ど
、
館
が
定
め
る
「
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
情
報
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
提
供
に
関
す
る
指
針
」（
別
掲
）
に

同
意
す
る
こ
と
を
利
用
の
条
件
と
し
て
い
る
。

　

な
お
、
当
館
作
成
コ
ン
テ
ン
ツ
や
契
約
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
・
オ
ン

ラ
イ
ン
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
除
い
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
情
報
の
プ
リ

ン
ト
ア
ウ
ト
サ
ー
ビ
ス
は
現
在
の
と
こ
ろ
行
っ
て
い
な
い
。

サ
ー
ビ
ス
開
始
後
の
利
用
状
況

　

一
般
利
用
者
向
け
サ
ー
ビ
ス
の
開
始
か
ら
平
成
一
八
年
一
二
月
末

ま
で
の
約
五
〇
日
間
に
、
閲
覧
用
端
末
全
体
で
一
万
四
千
回
強
（
一

台
あ
た
り
一
日
平
均
で
約
三
・
五
回
）
の
利
用
が
あ
っ
た
。
こ
の
う

ち
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
端
末
の
一
日
平
均
利
用
回
数
は
約
六
・
六
回
で
、

サ
ー
ビ
ス
開
始
当
初
か
ら
漸
増
傾
向
に
あ
る
。
今
後
、
サ
ー
ビ
ス
が

周
知
さ
れ
る
に
つ
れ
、
こ
の
傾
向
は
強
ま
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

ま
た
、
契
約
に
よ
り
提
供
し
て
い
る
コ
ン
テ
ン
ツ
に
つ
い

て
は
、
一
日
平
均
の
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
枚
数
が
対
前
年
度
比
で

約
四
〇
％
の
増
加
と
な
っ
て
い
る
。
コ
ン
テ
ン
ツ
別
の
利
用
傾
向
で

は
、
科
学
技
術
関
係
や
新
聞
記
事
な
ど
電
子
情
報
を
活
用
す
る
こ
と

で
効
率
的
な
調
査
研
究
が
可
能
と
な
る
コ
ン
テ
ン
ツ
の
利
用
が
堅
調
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で
あ
る
。
ア
ク
セ
ス
上
位
を
占
め
る
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
、『
読
売

新
聞CD

-RO
M

』『Science D
irect

』『
大
宅
壮
一
文
庫
雑
誌
記
事

索
引CD

-RO
M

版
』『CA

 on CD

』『ProQ
uest International 

5000
』
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

一
方
、
議
員
閲
覧
室
や
国
会
分
館
に
お
い
て
は
、『
判
例
タ
イ
ム

ズD
V
D

』『
リ
ー
ガ
ル
ベ
ー
ス
』
な
ど
法
律
・
判
例
関
係
の
コ
ン
テ

ン
ツ
の
利
用
が
多
く
、
電
子
情
報
が
国
政
審
議
の
た
め
の
調
査
に
活

用
さ
れ
つ
つ
あ
る
様
子
が
う
か
が
え
る
。

　

今
後
、
電
子
情
報
提
供
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
一
層
効
果
的
な
広
報

を
積
極
的
に
展
開
す
る
と
と
も
に
、
有
用
か
つ
魅
力
的
な
コ
ン
テ
ン

ツ
の
新
規
導
入
に
引
き
続
き
努
め
、
よ
り
幅
広
い
利
用
者
に
電
子
情

報
を
活
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
一
層
の
充
実

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

 

（
文
責　

主
題
情
報
部
参
考
企
画
課
課
長
補
佐　

藤ふ
じ
も
と本　

和か
ず
ひ
こ彦
）

１　

提
供
の
目
的　

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
情
報
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
提
供
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

に
無
料
で
公
開
さ
れ
て
い
る
多
様
な
情
報
源
に
対
す
る
ア
ク
セ
ス
の
機
会
を

提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
利
用
者
の
調
査
研
究
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
。

２　

提
供
の
条
件

● 

こ
の
指
針
に
定
め
る
目
的
以
外
で
の
機
器
等
の
使
用（
ゲ
ー
ム
、電
子
メ
ー

ル
、
電
子
会
議
室
・
掲
示
板
へ
の
書
き
込
み
、
チ
ャ
ッ
ト
、
電
子
商
取
引
、

有
料
サ
イ
ト
の
閲
覧
等
）
は
禁
止
す
る
。

●
機
器
の
使
用
に
際
し
て
は
、
職
員
の
指
示
に
従
う
こ
と
。

● 

上
記
の
事
項
に
反
す
る
行
為
を
行
っ
た
利
用
者
に
は
、
機
器
の
使
用
を
中

止
さ
せ
る
場
合
が
あ
る
。

● 

当
館
の
機
器
へ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
及
び
利
用
者
が
持
参
す

る
機
器
等
の
接
続
は
禁
止
す
る
。

● 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
情
報
の
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
サ
ー
ビ
ス
は
行
わ
な
い
。
ま

た
、
利
用
者
の
持
参
す
る
各
種
媒
体
へ
の
電
子
的
複
製
は
禁
止
す
る
。

● 

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
種
類
等
に
よ
っ
て
ア
ク
セ
ス
で
き
な
い
コ
ン
テ
ン
ツ
が

あ
る
。

● 

機
会
の
平
等
を
図
る
た
め
、
必
要
に
応
じ
て
連
続
使
用
時
間
を
制
限
す
る

場
合
が
あ
る
。

３　

責
任

● 

利
用
者
は
、
自
ら
の
責
任
に
お
い
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
情
報
の
利
用
を
行

う
も
の
と
し
、
当
館
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
情
報
の
利
用
に
伴
っ
て
利
用
者

に
生
じ
た
損
害
に
つ
い
て
一
切
の
責
任
を
負
わ
な
い
。

● 
利
用
者
が
第
三
者
に
対
し
て
被
害
を
与
え
、
又
は
債
務
を
負
っ
た
場
合
に

は
、
利
用
者
が
そ
の
す
べ
て
の
責
任
を
負
う
。

● 

当
館
は
、利
用
者
が
当
館
の
機
器
等
を
用
い
て
違
法
行
為
を
行
っ
た
場
合
、

法
令
に
従
い
対
応
を
行
う
。

（
別
掲
）　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
情
報
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
提
供
に
関
す
る
指
針
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は
じ
め
に

　

平
成
一
八
年
一
一
月
二
〇
日
か
ら
二
二
日
ま
で
、
パ

シ
フ
ィ
コ
横
浜
展
示
ホ
ー
ル
で
第
八
回
図
書
館
総
合
展

が
開
催
さ
れ
た
。
会
期
中
は
展
示
ブ
ー
ス
を
設
け
て
電

子
図
書
館
事
業
お
よ
び
資
料
保
存
活
動
の
紹
介
を
行
っ

た
。
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
や
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
・
ツ
ー

ル
を
紹
介
す
る
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
は
、
公
共
図

書
館
や
企
業
内
図
書
室
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
担
当
者
の
強

い
関
心
を
集
め
た
。
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し

て
当
館
の
蔵
書
を
利
用
で
き
る
「
雑
誌
記
事
索
引
」
な

ど
の
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、
高
い
評
価
と
と
も
に
一
層

の
充
実
へ
の
要
望
が
あ
っ
た
。
資
料
保
存
活
動
の
展
示

に
つ
い
て
は
、
増
加
傾
向
に
あ
る
電
子
出
版
物
の
収
集
・

保
存
・
提
供
へ
の
期
待
と
と
も
に
、
大
学
図
書
館
関
係

者
か
ら
は
資
料
の
保
存
ス
ペ
ー
ス
の
狭
隘
化
や
資
料
の

劣
化
に
関
す
る
悩
み
が
寄
せ
ら
れ
、
当
館
の
取
組
み
を

評
価
す
る
声
が
聞
か
れ
た
。

　

二
二
日
に
は
「
国
立
国
会
図
書
館
の
新
し
い
サ
ー
ビ
ス

像
」
と
題
し
た
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
、
当
館
か
ら
最
新

の
電
子
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
を
紹
介
し
、紀
田
順
一
郎
氏
（
神

奈
川
県
近
代
文
学
館
長
）
お
よ
び
津
野
海
太
郎
氏
（
和

光
大
学
教
授
）
か
ら
館
の
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
ご
意
見

を
賜
っ
た
。
以
下
は
そ
の
詳
細
で
あ
る
。

植
月
献
二

 

（
総
務
部
企
画
課
電
子
情
報
企
画
室
長
）

　

国
立
国
会
図
書
館
は
立
法
府
に
属
し
、
日
本

で
発
行
さ
れ
る
出
版
物
が
す
べ
て
納
入
さ
れ
る

納
本
制
度
を
基
盤
と
す
る
、
唯
一
の
国
立
図
書

館
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
資
料
を
国
民
の
文
化
的

な
遺
産
と
し
て
末
永
く
保
存
す
る
と
同
時
に
、
利
用
を
保
障
す
る
と

い
う
課
題
を
抱
え
て
い
る
。
以
前
は
「
国
会
図
書
館
は
使
い
に
く
い
」

と
い
っ
た
声
を
よ
く
聞
い
た
が
、
最
近
、
遠
隔
利
用
サ
ー
ビ
ス
や
来

館
利
用
サ
ー
ビ
ス
の
改
善
な
ど
の
努
力
を
評
価
し
て
い
た
だ
い
て
、

激
励
の
言
葉
に
変
わ
っ
て
き
て
い
る
よ
う
な
印
象
が
あ
る
。

　

当
館
の
電
子
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
目
的
は
、
来
館
し
な
く
て
も
利

用
で
き
る
一
次
情
報
を
多
く
用
意
す
る
こ
と
、
二
次
情
報
の
提
供
に

よ
り
蔵
書
利
用
の
利
便
性
を
図
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
蔵
書
の

デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
て
き
て
お
り
、「
貴
重
書
画
像
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」

「
近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」
を
提
供
し
て
い
る
。
ま
た
、
当

館
の
所
蔵
す
る
ユ
ニ
ー
ク
な
資
料
の
画
像
に
解
説
や
コ
ラ
ム
を
加
え

テ
ー
マ
別
に
編
集
し
た
「
電
子
展
示
会
」
を
提
供
し
て
い
る
。
デ
ジ

タ
ル
化
な
ら
で
は
の
付
加
価
値
と
し
て
、
例
え
ば
「
電
子
展
示
会
」

で
は
、
伊
能
忠
敬
の
畳
大
の
地
図
を
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
で
い
く
つ
も

連
結
し
て
俯
瞰
し
て
い
る
。
重
要
文
化
財
の
『
満
済
准
后
日
記
』（
ま

ん
さ
い
じ
ゅ
ご
う
に
っ
き
）
と
い
う
巻
物
は
、
表
の
面
に
暦
、
対
応

す
る
裏
の
面
に
日
記
が
書
い
て
あ
る
「
紙
背
文
書
」
と
い
う
珍
し
い

国立国会図書館の新しいサービス像

―第八回図書館総合展―
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形
態
だ
が
、
表
裏
を
同
時
に
見
せ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、
当
館
は
国

会
に
属
す
る
図
書
館
と
し
て
、
国
会
会
議
録
や
帝
国
議
会
の
会
議
録
、

国
政
審
議
の
た
め
に
作
成
し
た
資
料
な
ど
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で

提
供
し
て
い
る
。
ま
た
、
当
館
の
広
報
誌
や
年
報
も
電
子
媒
体
で
利

用
で
き
る
。

　

紙
な
ど
の
既
存
媒
体
へ
の
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
、
蔵
書

の
書
誌
デ
ー
タ
の
ほ
か
、雑
誌
記
事
索
引
を
Ｎ
Ｄ
Ｌ―

Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
（
国

立
国
会
図
書
館
蔵
書
検
索
・
申
込
シ
ス
テ
ム
）
で
提
供
し
て
い
る
。

登
録
を
す
れ
ば
、
Ｎ
Ｄ
Ｌ―
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
を
通
じ
て
遠
隔
地
か
ら
の
複

写
依
頼
が
可
能
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、
県
立
図
書
館
レ
ベ
ル
の
蔵
書

を
一
元
的
に
検
索
で
き
る
「
総
合
目
録
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
」

が
あ
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
、

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
入
り
口
に
案
内
す
る
「
Ｄ
ｎ
ａ
ｖ
ｉ
（
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
・
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
・
サ
ー
ビ
ス
）」
が
あ
る
。

　

図
書
館
か
ら
の
情
報
発
信
と
し
て
、「
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
協
同
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
」
で
は
、
全
国
の
図
書
館
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
事
例
等
の
デ
ー

タ
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
蓄
積
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
広
く

提
供
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
サ
ー
ビ
ス
は
地
域
的
ま
た
時
間
的
に
制
約
さ
れ
ず
に
利

用
で
き
る
も
の
で
、
こ
の
一
〇
年
間
で
進
め
よ
う
と
し
て
き
た
「
壁

の
な
い
電
子
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
」
の
第
一
段
階
と
考
え
て
い
る
。
当

館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
訪
問
す
る
人
は
一
日
に
一
・
五
万
人
以
上
で
、

直
接
来
館
す
る
人
数
の
一
〇
倍
ほ
ど
に
あ
た
る
。
こ
れ
ら
を
ふ
ま
え

て
、
今
後
、
も
っ
と
便
利
に
し
て
い
く
こ
と
が
我
々
の
課
題
で
あ
る
。

当
館
の
現
在
の
情
報
発
信
は
、
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
は
十
分
と
は
い
え

な
い
。
今
後
は
、
ま
ず
、
個
別
の
窓
口
か
ら
案
内
し
て
い
た
情
報
を

統
合
し
て
提
供
す
る
こ
と
、
さ
ら
に
外
部
の
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ

の
情
報
を
統
合
し
て
広
く
一
元
的
に
提
供
す
る
こ
と
を
目
指
す
。
利

用
者
が
統
合
的
に
検
索
し
、
当
館
が
電
子
媒
体
で
提
供
す
る
情
報
に

つ
い
て
は
、
た
だ
ち
に
入
手
で
き
る
よ
う
案
内
す
る
。
最
終
的
に
当

館
所
蔵
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
紙
媒
体
な
ど
を
閲
覧
す
る
必
要
が
あ
れ
ば
、

そ
の
利
用
方
法
を
案
内
す
る
。
当
館
が
所
蔵
し
な
い
情
報
に
つ
い
て

も
同
様
に
案
内
す
る
。
紙
媒
体
に
関
す
る
情
報
と
電
子
情
報
を
シ
ー

ム
レ
ス
に
検
索
で
き
る
よ
う
に
し
、
図
書
館
と
い
う
壁
に
囲
ま
れ
た

知
識
だ
け
で
な
く
、
検
索
の
範
囲
を
図
書
館
か
ら
公
文
書
館
、
民
間

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
、
書
店
、
古
書
店
、
博
物
館
等
へ
と
広
げ
る
こ
と
に

よ
り
、
信
頼
で
き
る
情
報
の
存
在
す
る
場
所
へ
と
利
用
者
を
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
で
橋
渡
し
す
る
こ
と
、
こ
れ
が
「
Ｎ
Ｄ
Ｌ
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ

イ
ブ
ポ
ー
タ
ル
」
の
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
。

　
「
Ｎ
Ｄ
Ｌ
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
ポ
ー
タ
ル
」
は
、
現
在
、
必
要
な

技
術
を
検
証
す
る
た
め
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
提
供
し

て
い
る
。
検
索
に
際
し
て
は
、
当
館
の
作
成
す
る
書
誌
デ
ー
タ
や
コ

ン
テ
ン
ツ
の
ほ
か
、
国
立
公
文
書
館
の
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
や
デ

ジ
タ
ル
岡
山
大
百
科
な
ど
が
統
合
的
に
検
索
さ
れ
、
そ
れ
ら
の
一
次

情
報
あ
る
い
は
二
次
情
報
に
ジ
ャ
ン
プ
で
き
る
。
当
館
が
こ
の
よ
う

な
仕
組
み
を
構
築
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
利
用
者
だ
け
で
な
く
、
他

の
図
書
館
に
と
っ
て
も
有
用
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。
公
共
図
書
館

が
地
域
の
ハ
ブ
（
情
報
拠
点
）
と
し
て
、
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
の
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発
信
を
行
う
と
き
に
、
共
通
の
メ
タ
デ
ー
タ
の
発
信
機
能
を
装
備
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
、
当
館
の
ポ
ー
タ
ル
で
統
合
的
に
案
内
で
き
る
よ

う
に
な
る
。

　

最
後
に
電
子
情
報
の
保
存
に
つ
い
て
。
当
館
に
納
本
さ
れ
て
い
る

雑
誌
が
、
三
〇
〇
タ
イ
ト
ル
ほ
ど
ウ
ェ
ブ
に
変
わ
っ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
っ
た
。
今
の
と
こ
ろ
ウ
ェ
ブ
情
報
は
納
本
対
象
で
は
な
い
た
め
、

所
蔵
は
途
切
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
情
報

は
、
一
年
で
四
割
程
度
が
削
除
、
あ
る
い
は
他
の
も
の
に
代
わ
っ
て

い
る
と
い
う
報
告
が
あ
る
。
こ
れ
ら
を
ど
の
よ
う
に
保
存
し
て
い
く

か
と
い
う
こ
と
が
、当
館
と
し
て
、さ
ら
に
国
と
し
て
の
課
題
で
あ
り
、

検
討
を
進
め
て
い
る
。
現
在
、ウ
ェ
ブ
情
報
は「
Ｗ
Ａ
Ｒ
Ｐ（
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
情
報
選
択
的
蓄
積
事
業
）」
と
い
う
事
業
で
管
理
責
任
者
か
ら

許
諾
を
得
て
収
集
し
て
お
り
、
公
的
機
関
や
消
え
行
く
サ
イ
ト
な
ど

を
保
存
し
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
電
子
情
報
を
見
る
に
は
、
そ
れ
を
再
現
す
る
情
報
環

境
が
必
要
で
あ
る
。
将
来
に
わ
た
っ
て
コ
ン
テ
ン
ツ
を
再
現
す
る
た

め
に
は
、
タ
イ
ト
ル
や
著
者
と
い
っ
た
従
来
の
書
誌
デ
ー
タ
的
な
記

述
要
素
だ
け
で
な
く
、
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
な
ど
保
存
に
必
要
な
情
報
も

記
録
し
、
安
全
な
場
所
に
保
存
し
、
再
生
方
法
を
開
発
し
な
く
て
は

な
ら
な
い
。
こ
う
い
っ
た
こ
と
を
国
レ
ベ
ル
で
行
っ
て
い
か
な
い
と
、

電
子
情
報
は
放
っ
て
お
け
ば
必
ず
消
え
て
い
く
。
ま
た
、
大
規
模
に

ウ
ェ
ブ
情
報
の
収
集
・
保
存
を
行
う
に
は
著
作
権
の
制
限
を
伴
う
法

整
備
が
必
要
で
あ
る
。
今
後
も
多
方
面
の
ご
理
解
を
得
な
が
ら
進
め

て
い
く
所
存
で
あ
る
。

津
野
海
太
郎
氏
（
和
光
大
学
教
授
）

　

国
立
国
会
図
書
館
の
利
用
者
サ
ー
ビ
ス
は
、

か
な
り
良
く
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
わ
た
し

は
以
前
、「
誰
の
た
め
の
電
子
図
書
館
」
と
題

し
て
、
国
立
国
会
図
書
館
の
電
子
図
書
館
構
想

に
つ
い
て
や
や
批
判
的
な
文
章
を
書
い
た
こ
と

が
あ
る
。
そ
れ
ま
で
の
サ
ー
ビ
ス
に
い
さ
さ
か
の
不
満
を
抱
い
て
い

た
の
で
、
そ
の
延
長
線
上
で
電
子
化
を
行
っ
て
も
あ
ま
り
期
待
で
き

な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
気
が
し
て
い
た
。
し
か
し
二
〇
〇
二
年

に
関
西
館
が
完
成
し
、
電
子
図
書
館
が
現
実
化
し
た
こ
と
を
き
っ
か

け
に
、
国
立
国
会
図
書
館
は
大
き
く
変
わ
っ
た
。
ま
た
、
な
ま
の
図

書
館
サ
ー
ビ
ス
も
、
手
続
き
が
簡
略
化
さ
れ
速
く
な
り
、
オ
ン
ラ
イ

ン
で
コ
ピ
ー
の
取
り
寄
せ
が
で
き
る
な
ど
、
が
ら
り
と
一
変
し
た
と

い
っ
て
い
い
ぐ
ら
い
で
、
そ
の
こ
と
は
高
く
評
価
し
て
い
る
。

　

電
子
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
で
衝
撃
を
受
け
た
こ
と
の
ひ
と
つ
は
、「
近

代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」
で
あ
る
。
明
治
時
代
の
書
籍
約
一
三
万

冊
が
画
像
で
提
供
さ
れ
る
。
こ
れ
だ
け
ま
と
ま
っ
た
量
の
資
料
が
自
宅

か
ら
も
利
用
で
き
る
と
い
う
の
は
非
常
に
大
き
な
力
と
な
る
。
以
前
、

坪
内
逍
遥
の
伝
記
（『
滑
稽
な
巨
人
』
平
凡
社　

二
〇
〇
二・一
二
）
を

書
い
た
。
そ
の
仕
事
が
終
わ
っ
た
直
後
に
「
近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ

ラ
リ
ー
」
が
始
ま
っ
た
の
で
、
さ
っ
そ
く
「
坪
内
逍
遥
」
で
検
索
し

て
み
る
と
、
東
京
専
門
学
校
時
代
の
講
義
録
ま
で
も
読
む
こ
と
が
で

き
る
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
坪
内
の
弟
子
の
宗
教
哲
学
者
・
綱
島
梁
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川
の
書
簡
集
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
も
坪
内
の
様
子
が
う
か
が
わ
れ
る
。

こ
れ
ま
で
わ
た
し
た
ち
が
知
ら
な
か
っ
た
明
治
時
代
の
厚
み
が
、
な

ま
な
ま
し
く
伝
わ
っ
て
く
る
試
み
だ
。
ひ
と
つ
の
時
代
に
日
本
で
印

刷
さ
れ
た
も
の
を
可
能
な
限
り
電
子
化
し
て
誰
で
も
無
料
で
使
え
る

よ
う
に
す
る
と
い
う
こ
と
自
体
は
誰
で
も
思
い
つ
く
だ
ろ
う
が
、
実

現
は
な
か
な
か
難
し
い
。世
界
の
中
央
図
書
館
で
も
同
じ
こ
と
を
や
っ

て
い
る
と
こ
ろ
は
た
ぶ
ん
な
い
だ
ろ
う
。
き
わ
め
て
独
自
な
試
み
で

あ
る
。

　

次
に
感
動
し
た
の
は
「
雑
誌
記
事
索
引
」
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
は

高
額
な
印
刷
媒
体
で
し
か
利
用
で
き
な
か
っ
た
も
の
が
、
オ
ン
ラ
イ

ン
化
さ
れ
て
、
誰
で
も
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
わ
た
し
は
昔
、

芝
居
の
世
界
に
も
関
わ
っ
て
い
て
、
白
水
社
か
ら
出
て
い
る
『
新
劇
』

と
い
う
雑
誌
に
最
初
に
書
い
た
文
章
を
確
定
す
る
必
要
が
生
じ
、
大

学
の
図
書
館
で
調
べ
た
が
、
必
要
な
と
こ
ろ
が
欠
け
て
い
て
見
つ
か

ら
な
い
。
そ
こ
で
「
雑
誌
記
事
索
引
」
に
当
た
っ
た
ら
、
一
発
で
見

つ
か
っ
た
。
こ
う
し
た
電
子
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
は
、
私
た
ち
が
生
活

す
る
な
か
で
、
な
に
か
を
調
べ
た
り
考
え
た
り
す
る
と
き
に
大
き
な

手
助
け
と
な
る
。
も
し
こ
う
い
う
仕
組
み
が
若
い
こ
ろ
に
あ
っ
た
り

し
た
ら
、
わ
た
し
の
人
生
は
今
と
は
別
の
も
の
に
な
っ
て
い
た
か
も

し
れ
な
い
と
思
う
ほ
ど
だ
。

　

サ
ー
ビ
ス
と
い
う
も
の
は
徹
底
的
に
や
る
し
か
な
い
。
中
途
半
端

に
形
を
整
え
る
だ
け
で
は
だ
め
だ
。
そ
の
意
味
で
国
会
図
書
館
の
変

化
は
た
い
へ
ん
う
れ
し
か
っ
た
。わ
た
し
個
人
に
と
っ
て
便
利
に
な
っ

た
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
国
の
中
央
図
書
館
が
、
国
民
に
対
す
る
サ
ー

ビ
ス
に
手
を
抜
か
ず
徹
底
的
に
努
め
て
い
る
と
い
う
態
度
を
示
し
て

く
れ
た
こ
と
自
体
が
う
れ
し
か
っ
た
の
で
あ
る
。
公
共
性
と
い
う
の

は
こ
う
い
う
こ
と
な
の
だ
と
実
感
で
き
た
。
も
ち
ろ
ん
細
か
い
不
満

は
い
ろ
い
ろ
あ
る
。「
近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」
の
画
像
が
読

み
に
く
く
、
高
精
度
で
読
め
る
使
い
や
す
い
ソ
フ
ト
が
用
意
さ
れ
て

い
な
い
と
い
う
こ
と
な
ど
。
で
も
電
子
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

は
、
い
ず
れ
整
備
さ
れ
る
に
ち
が
い
な
い
と
思
う
の
で
、
基
本
的
に

は
あ
ま
り
心
配
し
て
い
な
い
。

　

一
方
で
、「
な
ま
の
国
立
国
会
図
書
館
」、
直
接
来
館
し
て
受
け
る

サ
ー
ビ
ス
は
、
ま
だ
ま
だ
感
動
す
る
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
生

身
の
サ
ー
ビ
ス
と
電
子
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
が
組
み
合
わ
さ
れ
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
図
書
館
全
体
が
が
ら
っ
と
変
わ
り
、
国
会
図
書
館
が
我
々

の
た
め
に
存
在
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
は
っ
き
り
わ
か
っ
て
く
る

の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

　

サ
ー
ビ
ス
と
は
、
あ
る
意
味
で
偽
善
的
な
行
為
で
あ
る
。
む
か
し
、

故
小
野
二
郎
氏
（
書
物
・
活
字
の
研
究
家
、
明
治
大
学
教
授
）
が
わ

た
し
に
話
し
て
く
れ
た
こ
と
だ
が
、
彼
が
ロ
ン
ド
ン
の
旅
行
代
理
店

を
利
用
し
た
と
き
、
カ
ウ
ン
タ
ー
の
女
性
が
、
も
し
か
し
た
ら
自
分

に
気
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
ほ
ど
親
切
に
し
て
く
れ
た
の

だ
と
い
う
。
相
手
に
そ
ん
な
錯
覚
を
起
こ
さ
せ
る
ほ
ど
、つ
ま
り
「
底

が
見
え
な
い
く
ら
い
深
い
偽
善
」
と
で
も
い
っ
た
も
の
を
彼
は
感
じ

た
ら
し
い
。「
徹
底
的
に
や
る
し
か
な
い
」
と
い
う
の
は
そ
う
い
う
こ

と
で
あ
る
。
今
で
も
時
折
、「
国
会
図
書
館
で
冷
た
い
対
応
を
さ
れ
た
」

と
書
い
て
い
る
研
究
者
が
い
る
が
、
そ
う
い
う
人
ま
で
取
り
込
め
る
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よ
う
な
「
奥
深
い
偽
善
」
が
必
要
な
の
だ
と
思
う
。
こ
れ
は
単
に
マ
ニ
ュ

ア
ル
で
で
き
る
こ
と
で
は
な
く
、
あ
る
種
の
精
神
革
命
、
文
化
革
命
が

必
要
で
あ
る
。
国
会
図
書
館
に
お
い
て
、
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
と
は
何
か

と
い
う
根
本
を
考
え
直
す
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　

最
後
に
、
法
定
納
本
制
度
に
つ
い
て
提
案
し
た
い
。『
国
立
国
会

図
書
館
月
報
』
平
成
一
八
年
の
一
〇
月
号
で
は
納
本
制
度
に
関
す
る

特
集
を
組
ん
で
お
り
、
そ
こ
で
も
触
れ
ら
れ
て
い
る
が
、
国
立
国
会

図
書
館
法
が
つ
く
ら
れ
た
当
初
は
、
納
本
制
度
に
対
す
る
出
版
界
の

反
発
は
非
常
に
強
か
っ
た
。
戦
前
・
戦
中
の
内
務
省
に
よ
る
言
論
統

制
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
と
い
う
理
由
が
あ
っ
た
よ
う
だ
。
反
発
を
や

わ
ら
げ
、
協
力
を
得
る
た
め
の
方
策
と
し
て
か
、
納
本
に
際
し
て
は
、

出
版
や
送
付
の
手
間
賃
と
し
て
「
代
償
金
」
が
支
払
わ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。
こ
れ
が
毎
年
四
億
円
近
い
額
に
の
ぼ
る
。
こ
れ
ま
で

編
集
者
と
し
て
多
く
の
本
を
作
っ
て
き
た
人
間
と
し
て
い
う
が
、
出

版
社
は
無
償
で
納
本
す
べ
き
だ
と
私
は
思
う
。
出
版
社
が
つ
ぶ
れ
て

も
、
国
立
国
会
図
書
館
に
本
が
入
っ
て
い
れ
ば
、
目
録
が
つ
く
ら
れ
、

き
ち
ん
と
保
存
さ
れ
て
、
一
〇
〇
年
経
っ
て
も
読
者
に
利
用
し
て
も

ら
う
こ
と
が
で
き
る
。
納
本
の
義
務
を
果
た
す
こ
と
に
よ
っ
て
出
版

社
が
得
る
利
益
を
国
立
国
会
図
書
館
は
も
っ
と
き
ち
ん
と
説
明
す
べ

き
で
あ
る
し
、
出
版
社
側
も
そ
れ
を
理
解
し
て
、
一
冊
と
い
わ
ず
複

数
冊
を
納
入
し
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
そ
し
て
、
こ
の
「
代
償

金
」
と
し
て
確
保
さ
れ
て
い
る
予
算
を
、サ
ー
ビ
ス
の
向
上
な
ど
も
っ

と
別
の
こ
と
に
利
用
し
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

国
立
国
会
図
書
館
に
つ
い
て
は
ほ
か
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
話
題
が
あ

る
が
、
ま
ず
こ
の
納
本
制
度
に
つ
い
て
強
化
を
は
か
っ
て
も
ら
い
た

い
と
思
う
。

紀
田
順
一
郎
氏
（
神
奈
川
県
近
代
文
学
館
長
）

　

図
書
館
一
般
に
力
が
な
く
な
っ
た
と
感
じ

る
。
図
書
館
は
本
来
、
情
報
を
ス
ト
ッ
ク
す
る

蓄
積
の
役
割
を
果
た
す
と
こ
ろ
だ
が
、
古
い
資

料
を
探
す
と
き
に
、
図
書
館
よ
り
古
書
店
に
行

く
人
が
増
え
て
い
る
。
図
書
館
を
取
り
巻
く
社

会
的
な
状
況
も
変
わ
っ
て
き
て
い
る
。
図
書
館
運
営
に
対
す
る
理
念

が
な
い
ま
ま
に
外
部
委
託
や
指
定
管
理
者
制
度
が
進
み
、
社
会
的
、

長
期
的
展
望
の
な
い
施
設
が
増
え
て
い
る
。

　

一
方
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
情
報
発
信
が
簡
単
に
で
き
る
よ
う

に
な
り
、
内
容
的
に
不
完
全
な
、
根
拠
の
な
い
情
報
が
氾
濫
し
て
い

る
。
技
術
が
進
歩
し
て
凶
器
と
も
な
る
。
検
索
エ
ン
ジ
ン
を
使
え
ば
、

わ
か
ら
な
い
も
の
は
な
い
と
か
あ
ら
ゆ
る
情
報
が
手
に
入
る
な
ど
と

言
わ
れ
て
い
る
が
、
幻
想
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
は
ま
と
ま
り
の
あ
る
信
頼
で
き
る
情
報
が
得
に
く
い
。

　

そ
も
そ
も
書
籍
が
出
版
さ
れ
る
プ
ロ
セ
ス
で
は
、
編
集
の
過
程
で

根
拠
づ
け
や
確
認
の
作
業
が
な
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
図
書
館
の
蔵

書
と
し
て
選
書
さ
れ
、
棚
に
並
ぶ
こ
と
で
情
報
と
し
て
の
信
頼
性
が

確
保
で
き
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
蓄
積
型
の
出
版
活
動
を
す
る
余
裕

が
出
版
界
に
は
な
く
な
っ
て
き
て
お
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
は
最
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初
か
ら
そ
れ
が
な
い
。
そ
の
よ
う
な
性
格
の
出
版
物
を
収
集
す
る
こ

と
は
、
結
果
と
し
て
、
図
書
館
の
底
を
浅
い
も
の
に
し
て
い
る
と
思

う
。
例
え
ば
私
は
最
近
仕
事
で
地
方
史
を
探
し
て
い
る
が
、イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
出
て
く
る
の
は
単
な
る
観
光
写
真
を
載
せ
た
だ
け
の
ペ
ー

ジ
や
出
典
・
執
筆
年
月
な
ど
が
明
記
さ
れ
て
い
な
い
も
の
ば
か
り
で
、

厳
密
な
調
査
研
究
に
は
役
立
た
な
い
こ
と
が
多
い
。

　

図
書
館
利
用
者
の
性
格
も
本
質
的
に
変
貌
し
て
き
て
お
り
、
実
用

性
の
み
、
目
先
の
情
報
の
み
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

そ
れ
に
対
応
し
て
出
版
界
も
変
わ
っ
て
い
る
。
図
書
館
は
、
そ
の
意

味
で
の
「
出
版
の
崩
壊
」
を
認
識
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
は
、
む
し
ろ
従
来
図
書
館
が
果
た
し
て
き

た
、
信
頼
で
き
る
情
報
を
紹
介
す
る
こ
と
が
、
重
要
に
な
っ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
信
頼
で
き
る
情
報
を
発
信

す
る
と
い
う
点
で
、
国
立
国
会
図
書
館
の
「
電
子
展
示
会
」
の
よ
う

な
サ
ー
ビ
ス
は
評
価
で
き
る
。
一
方
で
、
書
籍
な
ど
を
調
査
し
た
確

実
な
裏
づ
け
の
あ
る
情
報
に
地
域
図
書
館
な
ら
で
は
の
付
加
価
値
を

持
た
せ
、
発
信
す
る
こ
と
も
ど
ん
ど
ん
や
っ
て
ほ
し
い
。

　

社
会
的
な
状
況
の
変
化
の
中
で
、
図
書
館
が
図
書
館
理
論
を
再
構

築
し
、
積
極
的
に
発
言
し
て
、
存
在
意
義
を
打
ち
出
し
て
い
か
な
く

て
は
な
ら
な
い
。
例
え
ば
、
複
雑
化
す
る
著
作
権
の
問
題
に
つ
い
て
、

図
書
館
自
身
が
意
見
表
明
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

ま
た
、
創
造
的
利
用
者
を
育
て
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
図
書

館
の
存
在
を
支
持
し
て
く
れ
る
中
核
的
存
在
と
は
ど
ん
な
人
な
の
か
。

よ
く
考
え
て
み
て
ほ
し
い
。

お
わ
り
に

　

現
在
、
図
書
館
の
存
在
意
義
、
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
意
味
が
問
わ

れ
て
い
る
。第
八
回
図
書
館
総
合
展
に
お
け
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、「
信

頼
で
き
る
情
報
を
利
用
者
に
提
供
す
る
」
と
い
う
図
書
館
の
役
割
が

あ
ら
た
め
て
強
調
さ
れ
た
形
と
な
っ
た
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
に
よ
り
、
す
ぐ
に
利
用
で
き
る
情
報
が

求
め
ら
れ
る
一
方
で
、
検
索
エ
ン
ジ
ン
で
は
容
易
に
得
が
た
い
情
報

を
提
供
す
る
た
め
に
図
書
館
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
の
必
要
性

は
む
し
ろ
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
や
、
図
書
館
の
長
期
的
な
ス
ト
ッ
ク

機
能
に
基
づ
い
た
情
報
提
供
は
、
今
ま
で
と
変
わ
ら
ず
図
書
館
に
求

め
ら
れ
て
い
る
役
割
で
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
た
。

　

従
来
の
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
だ
け
で
な
く
、
電
子
図
書
館
に
つ
い
て

も
、
基
盤
と
な
る
の
は
蔵
書
で

あ
る
。
当
館
の
蔵
書
構
築
を
支

え
る
納
本
制
度
、
蔵
書
に
基
づ

い
た
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
、
そ
し

て
蔵
書
の
将
来
に
わ
た
る
利
用

を
保
障
す
る
資
料
保
存
等
、
当

館
の
活
動
と
そ
の
意
義
に
つ
い

て
広
く
理
解
と
支
持
を
頂
く
た

め
の
努
力
を
今
後
も
継
続
し
て

い
き
た
い
。

 
（
総
務
部
総
務
課
）

展示ブース　デモンストレーション
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私
は
、
昨
年
の
四
月
に
支
部
文
部
科
学
省
図
書
館

か
ら
主
題
情
報
部
人
文
課
へ
出
向
と
な
り
、
早
く
も

一
年
近
く
が
経
ち
ま
し
た
。
人
文
課
で
は
、
地
図
室

も
所
管
し
て
い
ま
す
が
、
私
の
配
属
は
人
文
総
合
情

報
室
で
す
。
以
下
に
、
支
部
図
書
館
と
の
違
い
も
交

え
て
、
人
文
総
合
情
報
室
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
業
務
に

つ
い
て
簡
単
に
ご
紹
介
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

人
文
総
合
情
報
室
は
、
館
内
に

お
い
て
は
専
門
室
の
位
置
付
け

で
す
が
、
歴
史
・
地
理
・
宗
教
・

芸
術
・
文
学
・
語
学
な
ど
を
扱
い
、

専
門
分
野
に
特
化
し
た
支
部
図

書
館
と
比
べ
る
と
広
範
な
分
野

を
担
当
し
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

　

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
・
サ
ー
ビ
ス
の

形
態
は
、
二
種
類
あ
り
、
一
つ
は

人
文
総
合
情
報
室
カ
ウ
ン
タ
ー

に
お
い
て
、
口
頭
お
よ
び
電
話
で
対
応
す
る
も
の
で

す
。
そ
の
際
、
相
手
の
要
望
を
的
確
に
つ
か
む
こ
と

が
大
切
で
す
が
、
当
初
は
う
ま
く
そ
れ
が
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。人
文
総
合
情
報
室
の
利
用
者
は
多
様
で
、

か
な
ら
ず
し
も
目
的
が
定
ま
っ
て
い
る
人
と
は
限
ら

な
い
た
め
、
利
用
者
の
中
心
が
省
内
職
員
で
あ
る
支

部
図
書
館
と
比
べ
、
こ
ち
ら
か
ら
よ
り
積
極
的
に
働

き
か
け
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。

　

も
う
一
つ
は
図
書
館
経
由
の
文
書
に
よ
る
レ
フ
ァ

レ
ン
ス
で
す
。
人
文
総
合
情
報
室
カ
ウ
ン
タ
ー
で
の

対
応
の
場
合
、
開
架
資
料
や
Ｎ
Ｄ
Ｌ―

Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
、

当
館
作
成
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
は
じ
め
と
す
る
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
情
報
等
で
の
回
答
に
な
り
ま
す

が
、
文
書
の
場
合
は
書
庫
資
料
を
使
っ
て
の
調
査
も

行
い
ま
す
。
膨
大
な
蔵
書
の
中
の
い

く
つ
か
を
結
び
つ
け
る
こ
と
で
、
問

題
解
決
に
た
ど
り
着
い
た
時
、
多
く

の
資
料
を
一
か
所
で
利
用
で
き
る
こ

と
の
重
要
さ
を
実
感
し
ま
す
。

　

実
際
に
は
、
手
が
か
り
が
少
な

か
っ
た
り
、
合
理
的
な
調
査
方
法
を

見
い
だ
せ
ず
、
明
確
な
回
答
を
得
ら

れ
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
た
だ
、

こ
の
よ
う
な
調
査
の
仕
方
は
、
蔵
書

数
の
多
い
当
館
に
お
い
て
こ
そ
効
果
的
で
あ
り
、
ま

た
、依
頼
者
は
、当
館
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
結
果
を
も
っ

て
最
終
判
断
と
す
る
こ
と
も
多
い
は
ず
な
の
で
、
労

力
を
惜
し
ま
ず
効
率
的
か
つ
丁
寧
な
調
査
を
す
る
よ

う
心
が
け
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

 

（
主
題
情
報
部
人
文
総
合
情
報
室　

給
水
塔
）

第
一
四
六
回　

路
面
電
車
ク
ロ
ニ
ク
ル

 

平
成
一
九
年　

二
月
二
二
日
（
木
）
か
ら

 

四
月
一
七
日
（
火
）
ま
で

　

 

於　

本
館
二
階
第
一
閲
覧
室
前
（
東
京
本
館
）

　

詳
細
は
本
誌
五
五
〇
号
ま
た
は
当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、「
ギ
ャ

ラ
リ
ー
」の
な
か
に
あ
る「
常
設
展
示
」の
コ
ー
ナ
ー

に
、
展
示
資
料
一
覧
と
簡
単
な
解
説
文
を
掲
載
し
て

い
ま
す
。（http://w

w
w
.ndl.go.jp/jp/gallery/

perm
anent/index.htm

l

）

　

巻
末
に
こ
の
展
示
会
に
関
連
し
た
コ
ラ
ム
「
本
を

魅
せ
る 

常
設
展
示
案
内
」
が
あ
り
ま
す
。

常
設
展
示
の
お
知
ら
せ
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一
．
は
じ
め
に

　

二
〇
〇
六
年
一
一
月
一
四
日
か
ら
二
一
日

ま
で
、
中
国
国
家
図
書
館
の
訪
日
代
表
団
を

当
館
に
迎
え
、
第
二
六
回
業
務
交
流
を
行
っ

た
。
こ
の
交
流
は
一
九
八
一
年
に
始
ま
り
、

以
来
四
半
世
紀
に
わ
た
っ
て
当
館
と
中
国
国

家
図
書
館
は
毎
年
交
互
に
代
表
団
を
派
遣
し

て
い
る
。

　

今
回
の
代
表
団
は
、
張
玉
輝
副
館
長
（
団

長
）、
厳
向
東
国
際
交
流
処
処
長
、
王
志
庚

報
刊
資
料
部
主
任
、
申
暁
娟
デ
ジ
タ
ル
図
書

館
管
理
処
副
処
長
、
韓
恵
採
選
編
目
部
東
文

図
書
採
編
組
副
組
長
（
通
訳
）
の
計
五
名
で

あ
っ
た
。

　

今
回
の
業
務
交
流
の
テ
ー
マ
は
「
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
を
通
じ
た
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
」
で
、

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
情
報
の
発
信
や
デ
ジ
タ
ル

ア
ー
カ
イ
ブ
ポ
ー
タ
ル
等
の
取
組
み
に
つ
い

て
、
双
方
か
ら
報
告
を
行
っ
た
。
進
展
が
著

し
い
分
野
で
あ
り
、
日
中
両
館
が
共
通
し
て

直
面
し
て
い
る
課
題
も
多
く
、
活
発
な
質
疑

応
答
が
交
わ
さ
れ
た
。

第26回業務交流日程
11月14日　訪日代表団東京到着
11月15日　館長表敬、館内見学、オープニング・セッション
11月16日　テーマ報告、国会・国会分館訪問、交流・協力意向書協議
11月17日　国際子ども図書館訪問、東京大学附属図書館見学
　　　　　東京都立中央図書館見学
11月20日　関西館訪問、クロージング･セッション
11月21日　関西国際空港から帰国

第26回中国国家図書館との業務交流

「ウェブサイトを通じた図書館サービス」

中国国家図書館代表団（オープニング・セッション）
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二
．
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
・
セ
ッ
シ
ョ
ン
（
基
調
報
告
）

　

業
務
交
流
の
開
始
に
あ
た
っ
て
は
当
館
の
黒
澤
隆
雄
館
長
か
ら
、

両
国
図
書
館
の
一
層
の
相
互
理
解
と
協
力
関
係
の
発
展
、
両
国
間

の
一
層
の
友
好
促
進
を
祈
念
す
る
あ
い
さ
つ
が
あ
っ
た
。

　

そ
の
後
両
館
の
全
体
的
な
動
向
や
近
年
の
発
展
状
況
に
つ
い
て
、

互
い
に
基
調
報
告
を
行
っ
た
。

◇
中
国
国
家
図
書
館
報
告
◇

　
「
中
国
国
家
図
書
館
の
当
面
の
発
展
計
画
」

 

張
玉
輝
副
館
長

　

現
在
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
時
代
で
あ

り
、
情
報
・
知
識
サ
ー
ビ
ス
に
お
い
て
図
書
館
が
優
位
を
保
つ
こ
と

は
難
し
い
。
ネ
ッ
ト
環
境
下
に
新
た
な
知
識
共
同
体
が
形
成
さ
れ
る

中
、
図
書
館
が
い
か
に
そ
の
力
を
発
揮
し
、
あ
る
べ
き
地
位
を
占
め

る
か
は
、
我
々
が
直
面
し
て
い
る
厳
し
い
課
題
で
あ
る
が
、
同
時
に

図
書
館
事
業
が
発
展
す
る
た
め
の
好
機
で
も
あ
る
。
中
国
国
家
図
書

館
は
国
立
図
書
館
と
し
て
国
内
の
図
書
館
事
業
発
展
の
た
め
に
指
導

的
な
役
割
を
果
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

以
上
の
認
識
の
も
と
に
、
今
後
数
年
に
向
け
て
の
戦
略
計
画
を
紹

介
す
る
。

① 

「
国
家
図
書
館
第
二
期
工
事
お
よ
び
国
家
デ
ジ
タ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
の
完
成

　

中
国
初
の
国
家
レ
ベ
ル
の
デ
ジ
タ
ル
図
書
館
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一

環
と
し
て
、
総
面
積
八
万
㎡
、
地
下
三
階
地
上
八
階
の
建
物
を
建
設

す
る
こ
と
で
、
二
、九
〇
〇
席
の
閲
覧
席
を
増
設
し
一
日
あ
た
り
の

来
館
者
収
容
能
力
を
延
べ
八
、
〇
〇
〇
人
分
拡
大
す
る
。
二
〇
〇
七

年
一
〇
月
に
完
成
予
定
で
あ
る
。

　

デ
ジ
タ
ル
図
書
館
に
つ
い
て
は
、
テ
ー
マ
報
告
「
中
国
国
家
図
書

館
デ
ジ
タ
ル
図
書
館
建
設
と
伝
統
的
図
書
館
業
務
の
調
整
」
で
詳
し

く
報
告
を
行
う
。

②
サ
ー
ビ
ス
水
準
の
向
上
と
多
層
的
な
サ
ー
ビ
ス
体
制
の
構
築

・
サ
ー
ビ
ス
水
準
の
向
上

　

サ
ー
ビ
ス
モ
デ
ル
を
、
紙
資
料
中
心
か
ら
、
紙
と
デ
ジ
タ
ル
文
献

両
方
の
提
供
へ
、
ま
た
、
一
般
的
な
文
献
閲
覧
サ
ー
ビ
ス
か
ら
個
々

人
を
対
象
と
し
た
よ
り
深
い
レ
ベ
ル
の
サ
ー
ビ
ス
へ
転
換
す
る
。

サ
ー
ビ
ス
手
段
と
し
て
は
来
館
と
遠
隔
の
両
方
を
重
視
す
る
。
サ
ー

ビ
ス
内
容
で
は
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
の
強
化
、
バ＊

ー
チ
ャ
ル
レ

フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
の
推
進
を
行
う
。

＊ 

バ
ー
チ
ャ
ル
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
＝
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
チ
ャ
ッ
ト
に
よ
っ
て

利
用
者
と
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
応
答
し
な
が
ら
行
う
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
。

・
多
層
的
な
サ
ー
ビ
ス
体
制
の
構
築

　

国
家
の
立
法
や
政
策
決
定
の
た
め
の
サ
ー
ビ
ス
を
第
一
に
優
先

し
、
立
法
・
政
策
決
定
の
た
め
の
情
報
相
談
サ
ー
ビ
ス
の
基
盤
を
構

築
、
豊
富
な
内
容
の
提
供
と
迅
速
な
対
応
を
実
現
す
る
。
教
育
・
研

究
・
生
産
組
織
に
対
し
て
も
、
主
題
別
司
書
制
度
の
段
階
的
導
入
等
、

重
点
的
な
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
。
ま
た
、国
民
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
も
、

精
密
さ
と
質
の
高
さ
を
追
求
し
引
き
続
き
遂
行
し
て
い
く
。
利
用
者
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が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
よ
り
多
く
の
デ
ジ
タ
ル
資
源
を
入
手

で
き
る
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
の
実
現
を
目
指
す
。

③
多
様
な
媒
体
の
文
献
情
報
資
源
に
対
す
る
収
集
・
保
存
の
強
化

　
「
中
国
語
文
献
の
網
羅
的
収
集
」「
国
内
出
版
物
の
網
羅
的
収
集
」

の
方
針
に
従
い
、
世
界
に
お
け
る
中
国
語
文
献
情
報
資
源
の
保
存
拠

点
を
目
指
す
。
外
国
語
文
献
は
精
選
し
て
収
集
す
る
方
針
で
、
中
国

国
内
に
お
け
る
外
国
語
文
献
の
最
大
の
所
蔵
機
関
と
な
る
こ
と
を
目

指
す
。
媒
体
が
多
様
化
す
る
中
、デ
ジ
タ
ル
資
源
の
収
集
を
重
視
し
、

音
楽
映
像
資
料
、
電
子
出
版
物
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
系
出
版
物
等
の
収

集
を
拡
大
す
る
。

④
国
内
外
に
お
け
る
交
流
・
協
力
体
制
の
構
築

　

国
内
に
お
い
て
は
新
し
い
科
学
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
業
務
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
策
定
し
、
様
々
な
館
種
や
地
域
の
図
書
館
と
の
協
力
を

推
進
す
る
。
国
際
協
力
に
お
い
て
は
、
国
家
を
代
表
し
て
Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ

（
国
際
図
書
館
連
盟
）
な
ど
の
国
際
組
織
の
活
動
に
積
極
的
に
関
与

す
る
こ
と
、
二
国
間
・
多
国
間
の
業
務
交
流
を
積
極
的
に
組
織
、
こ

れ
に
参
加
し
、
実
質
的
な
内
容
の
あ
る
協
力
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
行
う

こ
と
な
ど
を
実
施
す
る
。

◇
当
館
報
告
◇

　

 「
電
子
情
報
環
境
下
に
お
け
る
新
し
い
図

書
館
サ
ー
ビ
ス
を
目
指
し
て
」

 

生
𠩤
至
剛
副
館
長

　

二
一
世
紀
初
頭
の
大
規
模
な
施
設
整
備
、

サ
ー
ビ
ス
再
構
築
の
成
果
を
ふ
ま
え
、
情
報
化
社
会
に
対
応
す
る
最

近
の
当
館
の
取
組
み
、組
織
運
営
に
つ
い
て
、次
の
と
お
り
報
告
す
る
。

①
利
用
者
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充

　

二
〇
〇
四
年
一
〇
月
、
東
京
本
館
新
装
開
館
を
機
に
行
っ
た
サ
ー

ビ
ス
改
善
に
よ
り
、
年
間
開
館
時
間
は
四
三
％
増
加
し
、
二
〇
〇
五

年
度
の
入
館
者
数
は
前
年
度
に
比
べ
て
六
万
人
以
上
増
加
し
た
。
一

方
、
遠
隔
利
用
サ
ー
ビ
ス
に
お
い
て
は
、
二
〇
〇
二
年
の
関
西
館

開
館
を
機
に
国
立
国
会
図
書
館
蔵
書
検
索
・
申
込
シ
ス
テ
ム
（
Ｎ

Ｄ
Ｌ
‐
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
）
の
検
索
結
果
か
ら
直
接
複
写
・
貸
出
し
の
申

込
み
が
で
き
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
経
由
の
文
献
提
供
を
実
現
し

た
。
二
〇
〇
五
年
度
の
複
写
申
込
み
件
数
は
関
西
館
開
館
以
前
と
比

べ
て
三
倍
強
の
二
八
万
件
と
な
っ
て
い
る
。

②
「
第
二
期
科
学
技
術
情
報
整
備
基
本
計
画
」
の
策
定

　

科
学
技
術
関
係
資
料
整
備
審
議
会
の
提
言
を
受
け
、
二
〇
〇
六

年
六
月
に
「
第
二
期
科
学
技
術
情
報
整
備
基
本
計
画
」
を
策
定
し
、

国
の
科
学
技
術
政
策
を
背
景
に
、
当
館
が
電
子
情
報
環
境
下
に
お
け

る
科
学
技
術
情
報
へ
の
ア
ク
セ
ス
機
能
を
強
化
す
る
た
め
の
今
後
五

年
間
の
施
策
目
標
を
示
し
た
。

③
電
子
図
書
館
事
業
の
推
進

　
「
国
立
国
会
図
書
館
電
子
図
書
館
中
期
計
画
二
〇
〇
四
」
に
基
づ

き
、
近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
情
報
選
択

的
蓄
積
事
業
（
Ｗ
Ａ
Ｒ
Ｐ
）、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
・
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
・

サ
ー
ビ
ス
（
Ｄ
ｎ
ａ
ｖ
ｉ
）
等
多
く
の
電
子
図
書
館
事
業
の
拡
充
を

図
っ
て
き
た
。二
〇
〇
五
年
七
月
に
は「
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
ポ
ー
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タ
ル
」
の
実
験
シ
ス
テ
ム
を
公
開
し
、
さ
ら
に
同
年
度
に
次
期
電
子

図
書
館
サ
ー
ビ
ス
を
担
う
「
Ｎ
Ｄ
Ｌ
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
シ
ス
テ

ム
」
の
開
発
に
着
手
し
た
。

④
評
価
制
度
の
定
着
と
組
織
運
営

　

二
〇
〇
四
年
度
に
導
入
し
た
活
動
評
価
制
度
は
三
年
目
を
迎
え

た
。
評
価
の
た
め
の
指
標
を
得
る
た
め
に
統
計
の
整
備
に
も
取
り
組

み
、
ま
た
、
二
〇
〇
三
年
度
か
ら
開
始
し
た
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
の
結
果
を
分
析
・
把
握
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
さ
ら
な
る
サ
ー
ビ
ス

向
上
や
業
務
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
評
価
制
度
の
有
効
か
つ
適

正
な
定
着
を
図
っ
て
い
る
。

⑤
情
報
シ
ス
テ
ム
適
正
化
へ
の
取
組
み

　

二
〇
〇
三
年
か
ら
二
〇
〇
五
年
に
か
け
て
、
当
館
の
基
幹
的
な
情

報
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
電
子
図
書
館
基
盤
シ
ス
テ
ム
の
導
入
効
果
に
つ

い
て
評
価
を
行
っ
た
。
こ
の
結
果
は
今
後
の
改
修
・
開
発
に
活
用
し

て
い
く
。
ま
た
、
情
報
化
関
連
業
務
の
効
率
的
な
推
進
の
た
め
、
情

報
化
統
括
責
任
者
（
Ｃ
Ｉ
Ｏ
）
を
お
き
、
そ
の
下
に
情
報
化
統
括
会

議
を
設
置
し
た
。
二
〇
〇
七
年
度
か
ら
は
外
部
の
専
門
家
を
Ｃ
Ｉ
Ｏ

補
佐
官
と
し
て
配
置
す
る
予
定
で
あ
る
。

◆
質
疑
応
答
◆

　

報
告
後
は
、
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
を
行
う
際
の
考
え
方
、
科
学
技

術
の
発
展
に
対
応
す
る
人
材
確
保
の
方
法
、
シ
ス
テ
ム
の
開
発
体
制

な
ど
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
っ
た
。ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
に
つ
い
て
は
、

状
況
の
変
化
の
中
で
、
職
員
が
直
接
行
う
必
要
の
あ
る
業
務
が
何
で

あ
る
の
か
判
断
す
る
こ
と
の
難
し
さ
、
人
材
確
保
に
つ
い
て
は
、
職

員
育
成
と
採
用
の
工
夫
の
併
用
な
ど
、
両
館
に
共
通
す
る
問
題
点
に

つ
い
て
意
見
の
交
換
が
行
わ
れ
た
。

三
． 

テ
ー
マ
報
告

　
　
「
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
通
じ
た
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
」

　

テ
ー
マ
報
告
で
は
、
双
方
か
ら
二
件
ず
つ
の
報
告
を
行
っ
た
。
報

告
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
し
検
索
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

を
行
う
な
ど
、
実
際
の
サ
イ
ト
画
面
を
使
用
し
て
行
わ
れ
た
。

◇
中
国
国
家
図
書
館
報
告
◇

　

 「
中
国
国
家
図
書
館
に
お
け
る
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
を
通
じ
た
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
に
つ

い
て
」 

王
志
庚
報
刊
資
料
部
主
任

　

近
年
の
情
報
環
境
の
変
化
に
よ
り
利
用

者
が
様
々
な
方
法
で
情
報
を
取
得
す
る
こ

と
が
可
能
に
な
っ
た
結
果
、
図
書
館
利
用
は
来
館
・
遠
隔
と
も
に
減

少
の
傾
向
に
あ
る
。
そ
の
対
策
と
し
て
、
中
国
国
家
図
書
館
は
三
大

戦
略
を
策
定
し
た
。
す
な
わ
ち
、「
人
材
に
よ
っ
て
館
を
興
す
」「
科

学
技
術
で
館
を
強
く
す
る
」「
サ
ー
ビ
ス
で
館
を
立
た
せ
る
」で
あ
る
。

こ
れ
ら
は
全
体
で
ひ
と
つ
の
有
機
体
で
あ
り
、
人
材
が
基
礎
、
科
学

技
術
が
手
段
、
サ
ー
ビ
ス
が
目
的
で
あ
る
。
今
回
の
テ
ー
マ
で
あ
る

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
通
じ
た
サ
ー
ビ
ス
も
そ
の
戦
略
の
中
に
位
置
づ
け

ら
れ
て
い
る
。
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中
国
国
家
図
書
館
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
は
一
九
九
七
年
に
開
設
し
、

そ
の
後
先
進
的
な
Ｉ
Ｔ
技
術
を
取
り
入
れ
つ
つ
八
回
の
改
訂
を
経
て

現
在
に
至
っ
て
い
る
。
現
在
提
供
し
て
い
る
お
も
な
サ
ー
ビ
ス
は
、

所
蔵
資
料
の
検
索
（
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
）、情
報
資
源
の
統
合
（
ポ
ー
タ
ル
）、

バ
ー
チ
ャ
ル
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
、
オ
ン
ラ
イ
ン
学
術
文
化
講
座
、
テ
ー

マ
展
示
、
オ＊

ー
プ
ン
ア
ク
セ
ス
リ
ポ
ジ
ト
リ
、
所
蔵
貴
重
資
料
の
電

子
化
、
動
向
情
報
等
で
あ
る
。

＊ 

オ
ー
プ
ン
ア
ク
セ
ス
リ
ポ
ジ
ト
リ
＝
蓄
積
・
保
存
し
た
資
料
を
世
界
中
に

無
料
で
利
用
で
き
る
よ
う
提
供
す
る
こ
と
。

　

今
回
は
特
に
情
報
資
源
の
統
合
に
関
し
て
紹
介
す
る
。
中
国
国
家

図
書
館
は
Ｅ
ｘ
ｌ
ｉ
ｂ
ｒ
ｉ
ｓ
社
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
Ｍ
ｅ
ｔ
ａ
ｌ
ｉ

ｂ
／
Ｓ
Ｆ
Ｘ
を
導
入
し
て
ポ
ー
タ
ル
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
て
い
る
。

こ
れ
は
新
し
い
図
書
館
資
料
の
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
基
盤
で
あ
り
、
言

語
、
分
野
、
媒
体
、
資
料
群
ご
と
に
分
散
し
て
い
る
資
料
を
有
機
的

に
統
合
し
、
利
用
者
に
対
し
便
利
な
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
も
の
で
あ
る
。
Ｎ
Ｌ
Ｃ
‐
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
、
四
〇
種
類
の
中
国
語

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
、
七
〇
種
類
の
外
国
語
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
、
二
万
タ
イ

ト
ル
以
上
の
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
、
学
位
論
文
、
会
議
録
等
の
情
報
資

源
を
種
別
を
意
識
せ
ず
に
統
合
検
索
で
き
る
。

　

ま
た
、Ｎ
Ｌ
Ｃ
版
Ｌ＊

ｉ
ｂ
Ｘ
と
い
う
新
し
い
ツ
ー
ル
も
導
入
し
た
。

サ
ー
チ
エ
ン
ジ
ン
等
は
利
用
者
に
と
っ
て
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
な
情
報
空

間
で
あ
り
、
即
時
性
が
高
く
量
も
豊
富
だ
が
主
と
し
て
二
次
情
報
で

あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
図
書
館
は
ロ
ー
カ
ル
な
情
報
空
間
で
あ
り
、

即
時
性
や
量
で
は
劣
る
か
も
し
れ
な
い
が
二
次
情
報
と
一
次
情
報
を

共
に
提
供
し
、
質
的
に
も
信
頼
性
が
高
い
。
Ｎ
Ｌ
Ｃ
版
Ｌ
ｉ
ｂ
Ｘ
は

そ
の
二
つ
の
情
報
空
間
の
架
け
橋
と
な
る
ツ
ー
ル
で
あ
る
。

＊ 

Ｌ
ｉ
ｂ
Ｘ
＝
ブ
ラ
ウ
ザ
Ｆ
ｉ
ｒ
ｅ
Ｆ
ｏ
ｘ
の
拡
張
機
能
と
し
て
開
発
さ
れ

た
オ
ー
プ
ン
ソ
ー
ス
プ
ラ
グ
イ
ン
で
、
ブ
ラ
ウ
ザ
と
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
を
連
動
さ

せ
る
機
能
を
持
つ
。

　

現
在
の
情
報
化
社
会
に
お
い
て
は
、
利
用
者
の
情
報
入
手
の
手

段
が
多
様
化
し
て
い
る
た
め
、
今
後
、
図
書
館
は
来
館
者
の
増
加
や

サ
イ
ト
へ
の
ア
ク
セ
ス
増
加
は
望
め
な
い
。
我
々
は
図
書
館
資
料
と

サ
ー
ビ
ス
を
外
部
に
発
信
し
、
利
用
者
が
待
つ
情
報
環
境
中
に
送
り

出
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

◇
当
館
報
告
◇

 　

 「
国
立
国
会
図
書
館
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
情
報

の
発
信
」

 

北
川
知
子
主
題
情
報
部
主
任
司
書

　

従
来
の
当
館
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
の

中
心
は
、
カ
ウ
ン
タ
ー
で
受
け
る
質
問
や
、
電

話
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
お
よ
び
Ｅ
メ
ー
ル
で
寄
せ
ら
れ
る
調
査
依
頼
に

回
答
す
る
、
い
わ
ば
受
動
型
の
サ
ー
ビ
ス
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
近

年
で
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
に
よ
り
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通
じ

て
積
極
的
に
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
情
報
を
発
信
す
る
能
動
型
の
サ
ー
ビ
ス

に
力
を
入
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
テ
ー
マ
別
調
べ
方
案
内
や
レ

フ
ァ
レ
ン
ス
協
同
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
提
供
が
そ
の
一
例
で
あ
る
。
こ

れ
ら
は
職
員
の
間
で
の
み
共
有
さ
れ
て
い
た
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
業
務
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に
よ
っ
て
培
わ
れ
た
豊
富
な
知
識
や
情
報
を
、
利
用
者
に
対
し
て
広

く
提
供
す
る
た
め
の
取
組
み
で
あ
る
。

　

ま
た
、
二
○
○
五
年
度
か
ら
は
、
様
々
な
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
情
報

を
蓄
積
し
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
内
外
に
提
供
す
る
機
能
で
あ
る

「
ナ
レ
ッ
ジ
提
供
サ
ー
ビ
ス
」
の
検
討
を
開
始
し
た
。

　

現
在
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
提
供
し
て
い
る
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
情
報

は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
独
立
し
た
も
の
で
あ
り
、
必
要
な
情
報
を
見
つ
け

出
す
た
め
に
は
、統
合
的
な
検
索
の
仕
組
み
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、

職
員
間
に
お
け
る
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
情
報
の
共
有
を
よ
り
促
進
す
る
こ

と
も
欠
か
せ
な
い
。
こ
れ
ら
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、
ナ
レ
ッ
ジ

提
供
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
分
散
し
て
い
る
各
種
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
情
報
の

統
合
、
知
識
資
源
お
よ
び
人
材
の
効
率
的
活
用
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
に
よ
る
ナ
レ
ッ
ジ
生
成
業
務
の
効
率
化
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
に
適
応
し
た
サ
ー
ビ
ス
提
供
環
境
の
構
築
、
デ
ジ

タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
ポ
ー
タ
ル
と
の
連
携
に
よ
る
知
的
資
源
の
充
実
を

目
指
し
て
い
る
。
現
在
は
、
二
〇
〇
九
年
度
の
サ
ー
ビ
ス
開
始
を
目

標
に
シ
ス
テ
ム
面
お
よ
び
業
務
面
に
つ
い
て
の
検
討
を
進
め
て
い
る
。

◇
中
国
国
家
図
書
館
報
告
◇

　

 「
中
国
国
家
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
図
書
館
建

設
と
伝
統
的
図
書
館
業
務
の
調
整
」

 

申
暁
娟
デ
ジ
タ
ル
図
書
館
管
理
処
副
処
長

　
「
国
家
図
書
館
第
二
期
工
事
お
よ
び
国
家

デ
ジ
タ
ル
図
書
館
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
二
つ

の
部
分
か
ら
な
っ
て
い
る
。「
国
家
図
書
館
第
二
期
工
事
」、
す
な
わ

ち
新
館
建
設
と
「
国
家
デ
ジ
タ
ル
図
書
館
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
は
後
者
に
つ
い
て
報
告
す
る
。

①
目
的
と
内
容

　
「
国
家
デ
ジ
タ
ル
図
書
館
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
目
的
は
、
膨
大
な

利
用
者
に
膨
大
な
資
源
を
迅
速
か
つ
使
い
や
す
い
よ
う
に
提
供
す
る

こ
と
と
、
世
界
的
な
中
国
語
デ
ジ
タ
ル
資
源
の
保
存
と
サ
ー
ビ
ス
の

拠
点
と
な
る
こ
と
で
あ
る
。

　

将
来
的
に
実
現
す
る
サ
ー
ビ
ス
は
、
中
国
語
の
一
次
、
二
次
、
三

次
資
料
の
検
索
、
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
デ
リ
バ
リ
ー
、
図
書
館
間
貸
出
し
、

中
国
独
特
の
資
料
（
甲
骨
、地
方
志
、敦
煌
文
書
等
）
の
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
情
報
資
源
の
ア
ー
カ
イ
ブ
、
他
の
図
書
館
と

の
デ
ジ
タ
ル
資
源
の
共
同
構
築
・
共
有
等
で
あ
る
。

②
進
捗
状
況

　

資
源
が
有
効
活
用
さ
れ
る
よ
う
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
「
構
築
し
な

が
ら
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
」
と
い
う
考
え
方
で
進
め
て
い
る
。
デ

ジ
タ
ル
資
源
構
築
は
計
画
の
基
幹
部
分
で
あ
り
「
国
家
図
書
館
デ
ジ

タ
ル
資
源
構
築
五
か
年
計
画
（
二
〇
〇
六―

二
〇
一
〇
年
）」
に
基

づ
い
て
作
業
を
進
め
て
い
る
。
二
〇
〇
六
年
上
半
期
現
在
の
総
デ
ー

タ
量
は
一
二
〇
テ
ラ
バ
イ
ト
で
あ
り
、
そ
の
中
に
は
書
誌
デ
ー
タ
、

典
拠
デ
ー
タ
、
全
文
画
像
デ
ー
タ
、
地
方
志
、
甲
骨
文
字
資
料
、
収

集
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
資
源
等
が
含
ま
れ
る
。ま
た
業
務
設
計
、ポ
ー

タ
ル
サ
ー
ビ
ス
の
開
始
、標
準
化
仕
様
の
検
討
な
ど
も
進
め
て
い
る
。

③
当
面
の
事
業
計
画
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詳
細
設
計
案
の
作
成
、
Ｒ＊

Ｆ
Ｉ
Ｄ
シ
ス
テ
ム
の
導
入
案
確
定
、
全

館
の
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
サ
ー
ビ
ス
導
入
、
業
務
構
造
の
調
整
が
お
も
な
当

面
の
計
画
で
あ
る
。

＊ 

Ｒ
Ｆ
Ｉ
Ｄ
（Radio Frequency Identification

）
シ
ス
テ
ム
＝
非
接
触

で
情
報
の
や
り
と
り
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
電
子
タ
グ
を
使
っ
た
シ
ス
テ

ム
。
図
書
館
で
は
資
料
管
理
等
に
使
用
す
る
。

④
業
務
構
造
と
業
務
配
置

　

二
期
工
事
の
終
了
後
は
、一
期
館
、二
期
館
お
よ
び
古
典
籍
館
の
三

か
所
の
建
物
に
分
か
れ
る
。言
語
・
種
別
に
よ
る
資
料
配
置
を
行
い
三

館
の
業
務
を
切
り
分
け
る
予
定
で
あ
る
。

　

業
務
体
制
に
つ
い
て
は
、
伝
統
的
図
書
館
業
務
と
デ
ジ
タ
ル
図

書
館
業
務
の
統
合
を
進
め
て
い
る
段
階
で
あ
る
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

初
期
段
階
で
は
、
伝
統
的
業
務
機
能
を
基
本
と
し
な
が
ら
デ
ジ
タ
ル

図
書
館
が
必
要
と
す
る
機
能
を
考
慮
し
、
八
つ
の
セ
ン
タ
ー
を
設
け

る
。
文
献
デ
ジ
タ
ル
化
加
工
セ
ン
タ
ー
、
デ
ジ
タ
ル
資
源
加
工
セ
ン

タ
ー
、
デ
ジ
タ
ル
資
源
保
存
管
理
セ
ン
タ
ー
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
管
理

セ
ン
タ
ー
、
デ
ジ
タ
ル
資
源
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
シ
ス
テ
ム
開
発

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
、デ
ジ
タ
ル
図
書
館
発
展
研
究
セ
ン
タ
ー
、

展
示
・
研
修
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
。

　

今
後
デ
ジ
タ
ル
情
報
の
需
要
の
増
大
に
伴
い
、
国
家
図
書
館
の
業

務
機
能
は
必
然
的
に
デ
ジ
タ
ル
図
書
館
機
能
の
比
重
が
高
く
な
る
こ

と
に
な
ろ
う
。
計
画
の
最
終
目
標
は
、
デ
ジ
タ
ル
図
書
館
シ
ス
テ
ム

と
伝
統
的
図
書
館
の
シ
ス
テ
ム
と
を
完
全
な
形
で
統
合
し
、
ひ
と
つ

の
新
し
い
現
代
的
な
図
書
館
を
作
り
上
げ
る
こ
と
で
あ
る
。

◇
当
館
報
告
◇

　

 「
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
の
提
供
と

　

ポ
ー
タ
ル
」

　
　
　

植
月
献
二
総
務
部
企
画
課

 

　

電
子
情
報
企
画
室
長

　

当
館
は
「
国
立
国
会
図
書
館
ビ
ジ
ョ

ン
二
〇
〇
四
」
の
中
で
、
情
報
資
源
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
保
障
を
役
割

と
し
て
掲
げ
、
遠
隔
利
用
サ
ー
ビ
ス
の
拡
大
と
利
便
性
の
向
上
を
目

指
し
て
い
る
。
こ
の
点
に
焦
点
を
当
て
、
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
の

提
供
と
ポ
ー
タ
ル
に
つ
い
て
報
告
す
る
。

　

二
〇
〇
二
年
関
西
館
開
館
を
契
機
に
、所
蔵
目
録
で
あ
る
Ｎ
Ｄ
Ｌ
‐

Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
経
由
の
提
供
を
全
面
的
に
開
始
し

た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
利
用
者
は
遠
隔
地
か
ら
所
蔵
の
有
無
や
利
用
の

可
否
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
利
用
の
申
込
み
も
可
能

に
な
っ
た
。
ま
た
「
近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」、「
貴
重
書
画

像
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
等
、
一
次
資
料
の
遠
隔
閲
覧
が
可
能
な
電
子
図

書
館
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
遠
隔
利
用
サ
ー
ビ
ス
に
よ
っ
て
利
用
者
は
地
理
的
時
間

的
な
制
約
か
ら
解
放
さ
れ
、利
便
性
は
向
上
し
て
い
る
。当
館
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
訪
問
者
数
は
一
日
一
万
五
千
人
以
上
で
あ
り
、
直
接
東

京
本
館
に
来
館
す
る
人
数
の
約
一
〇
倍
に
な
る
。

　

さ
ら
な
る
今
後
の
利
便
性
向
上
に
向
け
て
①
遠
隔
利
用
サ
ー
ビ
ス

の
拡
充
と
し
て
国
の
主
要
な
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
を
構
築
す
る
、

②
館
内
外
、
媒
体
を
問
わ
な
い
シ
ー
ム
レ
ス
な
蔵
書
の
案
内
機
能
の
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強
化
、
一
元
的
（
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
）
に
案
内
す
る
た
め
の
ポ
ー
タ
ル

機
能
の
構
築
を
進
め
る
、
と
い
う
目
標
を
立
て
て
い
る
。
こ
れ
は
、

研
究
者
を
中
心
に
利
用
さ
れ
て
い
た
当
館
が
、
み
ん
な
の
国
立
図
書

館
と
な
っ
て
い
き
た
い
と
い
う
宣
言
と
言
え
る
。

　

現
在
は
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ

イ
ブ
ポ
ー
タ
ル
を
試
験
的
に
提
供
し
て
い
る
。
実
用
化
の
た
め
に
は

人
手
を
介
さ
ず
機
械
的
に
情
報
収
集
、
横
断
検
索
を
可
能
に
す
る
こ

と
が
必
要
で
あ
り
、
当
館
は
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
の
標
準
化
と
普
及

を
は
か
る
こ
と
に
よ
り
、
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
ポ
ー
タ
ル
を
実
現

さ
せ
よ
う
と
考
え
て
い
る
。

◆
質
疑
応
答
◆

　

報
告
後
は
双
方
の
事
業
、
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
実
務
的
な
情
報
交

換
を
含
め
活
発
な
質
疑
応
答
が
交
わ
さ
れ
た
。

　

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
に
つ
い
て
中
国
国
家
図
書
館
か
ら
、
個
人
か
ら

の
受
付
の
可
否
や
、
質
問
内
容
に
よ
る
回
答
す
る
担
当
者
の
違
い
に

つ
い
て
質
問
が
あ
っ
た
。
基
本
的
に
図
書
館
経
由
で
受
け
付
け
て
い

る
こ
と
、
特
定
主
題
に
関
す
る
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
は
対
応
す
る
専
門
室

の
職
員
が
回
答
を
作
成
し
て
い
る
こ
と
等
を
説
明
し
た
。
当
館
か
ら

は
バ
ー
チ
ャ
ル
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
に
つ
い
て
質
問
し
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン

サ
ー
ビ
ス
の
時
間
帯
は
毎
日
五
時
間
で
職
員
が
交
代
制
で
担
当
、
一

日
平
均
の
受
理
数
は
約
三
〇
人
で
対
象
は
一
般
利
用
者
で
あ
る
。
政

府
部
門
へ
の
サ
ー
ビ
ス
窓
口
は
別
に
存
在
す
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

　

デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
ポ
ー
タ
ル
に
つ
い
て
、
中
国
国
家
図
書
館

か
ら
、
検
索
の
際
は
横
断
検
索
か
、
あ
ら
か
じ
め
メ
タ
デ
ー
タ
を
収

集
し
て
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
す
る
の
か
と
い
う
質
問
が
あ
り
、
当
館
か
ら

は
両
方
を
併
用
し
て
い
る
と
回
答
し
た
。

　

メ
タ
デ
ー
タ
の
授
受
に
つ
い
て
は
両
館
と
も
ダ
ブ
リ
ン
コ
ア
準
拠

と
考
え
て
い
る
が
、
と
も
に
国
立
図
書
館
と
し
て
国
内
の
標
準
化
と

い
う
課
題
を
抱
え
て
い
る
。収
集
の
た
め
の
プ
ロ
ト
コ
ル
は
Ｏ＊

Ａ
Ｉ
‐

Ｐ
Ｍ
Ｈ
、
Ｓ＊

Ｒ
Ｗ
な
ど
を
使
用
し
つ
つ
、
動
向
を
探
っ
て
い
る
状
況

で
あ
る
。

　

デ
ジ
タ
ル
情
報
の
保
存
に
つ
い
て
は
と
も
に
Ｏ＊

Ａ
Ｉ
Ｓ
準
拠
で
進

め
る
方
向
性
だ
が
、
Ｏ
Ａ
Ｉ
Ｓ
は
参
照
モ
デ
ル
な
の
で
実
装
し
た
シ

ス
テ
ム
の
構
築
に
は
様
々
な
課
題
が
あ
る
、
と
い
う
の
も
双
方
に
共

通
し
た
認
識
で
あ
っ
た
。

＊ 

Ｏ
Ａ
Ｉ
‐
Ｐ
Ｍ
Ｈ
（O

pen A
rchives Initiative 

Protocol for M
etadata H

arvesting

）
＝
ウ
ェ
ブ

上
の
メ
タ
デ
ー
タ
を
収
集
す
る
通
信
規
約
。ISO

等

の
規
格
と
は
な
っ
て
い
な
い
が
、
事
実
上
の
標
準
。

＊ 

Ｓ
Ｒ
Ｗ
（Search/Retrieve W

eb Service

）
＝
Ｘ

Ｌ
Ｍ
仕
様
で
情
報
内
容
を
検
索
す
る
通
信
規
約
。
ウ
ェ

ブ･

サ
ー
ビ
ス
に
よ
る
横
断
検
索
の
際
に
利
用
さ
れ
る
。

＊ 

Ｏ
Ａ
Ｉ
Ｓ
（O

pen A
rchival Inform

ation Sys-
tem

）＝
電
子
情
報
の
長
期
保
存
を
考
え
る
場
合
に
有

効
な
モ
デ
ル
。
Ｉ
Ｓ
Ｏ
規
格
だ
が
、参
照
モ
デ
ル
（
あ

る
環
境
に
お
け
る
要
素
間
の
関
係
を
理
解
す
る
た
め

の
枠
組
み
）
で
あ
り
、
拘
束
力
は
な
い
。

中国国家図書館　第二期工事完成予想図
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四
．
そ
の
他
の
業
務
交
流

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
・
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
先
立
ち
、
代
表
団
は
東
京
本
館

の
施
設
を
見
学
し
た
。
特
に
二
〇
○
四
年
度
に
導
入
し
た
館
内
案
内

サ
イ
ン
に
強
い
関
心
を
示
し
、
現
在
進
行
中
の
第
二
期
工
事
の
参
考

に
し
た
い
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

　

国
会
分
館
の
訪
問
で
は
、
国
会
分
館
情
報
シ
ス
テ
ム
や
展
示
資
料

の
説
明
を
受
け
、
見
学
お
よ
び
西
耒
路
国
会
分
館
長
ら
職
員
と
の
懇

談
を
行
っ
た
。
ま
た
国
会
見
学
も
行
っ
た
。

　

国
際
子
ど
も
図
書
館
で
は
展
示
会
「
北
欧
か
ら
の
お
く
り
も
の―

子
ど
も
の
本
の
あ
ゆ
み
」
を
含
め
た
見
学
を
行
い
、
同
館
の
設
立
理

念
お
よ
び
活
動
内
容
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。
懇
談
で
は
村
山
国

際
子
ど
も
図
書
館
長
が
児
童
書
分
野
で
の
連
携
を
強
化
し
た
い
と
述

べ
、
代
表
団
は
二
〇
〇
六
年
一
〇
月
設
立
の
中
国
語
資
料
セ
ン
タ
ー

の
活
動
を
通
じ
て
協
力
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
の
考
え
を
示
し

た
。

　

関
西
館
で
は
原
田
関
西
館
長
ら
と
懇
談
後
、
見
学
、
業
務
説
明
を

受
け
た
。
特
に
、
雑
誌
記
事
索
引
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
維
持
管
理
、
総

合
目
録
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
協
同
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
等
の

協
力
事
業
、
お
よ
び
遠
隔
研
修
に
つ
い
て
質
疑
応
答
が
あ
っ
た
。
ま

た
電
子
図
書
館
事
業
に
つ
い
て
は
実
務
的
な
質
疑
が
活
発
に
行
わ

れ
、
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
シ
ス
テ
ム
の
デ
ー
タ
蓄
積
方
法
と
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
方
法
、
近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の
本
文
全
文
検
索

の
可
否
、
Ｄ
ｎ
ａ
ｖ
ｉ
の
対
象
範
囲
等
に
つ
い
て
質
問
が
あ
っ
た
。

五
．
交
流
・
協
力
に
関
す
る
意
向
書
等
に
つ
い
て
の
協
議

　

協
議
で
は
、交
流
・
協
力
に
関
す
る
意
向
書
に
つ
い
て
は
二
〇
〇
五

年
九
月
一
日
の
改
定
後
の
内
容
に
変
更
の
必
要
が
な
い
こ
と
を
確
認

し
た
。
ま
た
、
前
回
業
務
交
流
で
中
国
国
家
図
書
館
か
ら
提
案
さ
れ

た
中
国
国
家
図
書
館
か
ら
当
館
へ
の
図
書
寄
贈
に
つ
い
て
、
具
体
的

な
寄
贈
の
条
件
等
に
つ
い
て
確
認
し
た
。

六
．
お
わ
り
に

　

日
中
両
国
の
図
書
館
に
お
け
る
取
組
み
状
況
に
は
驚
く
ほ
ど
共
通

点
が
多
く
、
こ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
時
代
の
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
に
は

国
境
な
ど
な
い
こ
と
を
実
感
し
た
。
ま
た
そ
の
よ
う
な
時
代
だ
か
ら

こ
そ
、
同
じ
課
題
を
持
つ
隣
国
と
の
交
流
の
重
要
さ
を
強
く
認
識
し

た
業
務
交
流
で
あ
っ
た
。

　

期
間
中
、
代
表
団
は
東
京
大
学
附
属
図
書

館
お
よ
び
東
京
都
立
中
央
図
書
館
を
訪
問

し
、
積
極
的
に
交
流
を
行
っ
た
。

　

な
お
、
国
立
国
会
図
書
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

は
「
国
立
国
会
図
書
館
と
中
国
国
家
図
書
館
と
の

業
務
交
流
概
要
一
覧
」
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
最

近
の
報
告
は
全
文
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

（http://w
w
w
.ndl.go.jp/jp/aboutus/

cooperation_operating.htm
l#china

）

 
（
総
務
部
支
部
図
書
館
・
協
力
課　
　

 

課
長
補
佐　

関せ
き
ね根　

美み

ほ穂
）

関西館施設見学（自動書庫）
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国
立
国
会
図
書
館
で
は
、
平
成
一
八
年
一
一
月
二
七
日
か
ら
一
二

月
一
五
日
ま
で
の
三
週
間
、
平
成
一
八
年
度
の
日
本
研
究
情
報
専
門

家
研
修
を
実
施
し
た
。
当
研
修
は
、
国
際
交
流
基
金
と
共
催
、
国
立

情
報
学
研
究
所
の
協
力
に
よ
り
、
当
館
東
京
本
館
、
関
西
館
、
国
立

情
報
学
研
究
所
を
お
も
な
会
場
と
し
て
実
施
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

当
研
修
の
対
象
お
よ
び
目
的
は
、
前
回
ま
で
と
同
様
で
次
の
と
お

り
で
あ
る
。
海
外
の
大
学
・
研
究
機
関
等
や
国
立
・
公
立
等
の
図
書

館
に
勤
務
す
る
司
書
等
の
日
本
研
究
情
報
の
専
門
家
を
対

象
と
し
、
①
現
地
に
お
い
て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
媒
体
と
し
て

日
本
語
情
報
を
利
用
す
る
環
境
設
定
を
行
う
た
め
の
知
識

お
よ
び
技
術
を
習
得
す
る
こ
と
、
②
日
本
に
お
け
る
情
報
の

発
信
・
流
通
の
仕
組
み
お
よ
び
必
要
な
資
料
・
情
報
の
収
集

源
・
入
手
ル
ー
ト
に
関
す
る
理
解
を
深
め
る
こ
と
、
③
紙
媒

体
・
電
子
媒
体
を
問
わ
ず
、
有
用
な
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
情
報
源

の
概
要
・
特
徴
を
把
握
す
る
こ
と
、
④
日
本
国
内
の
主
要
情

報
機
関
担
当
者
お
よ
び
研
修
生
同
士
の
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
形
成
・
拡
充
を
図
る
こ
と
、
⑤
日
本
事
情
の
理
解
に
資

す
る
各
種
メ
デ
ィ
ア
、
情
報
チ
ャ
ネ
ル
等
に
関
す
る
知
識
を

習
得
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
な
お
、
国
際
交
流
基

金
と
の
協
議
に
よ
り
、
昨
年
度
か
ら
、
募
集
地
域
を
年
度
ご

と
に
特
定
し
て
実
施
し
て
い
る
。
本
年
度
は
欧
州
・
中
東
・

ア
フ
リ
カ
地
域
か
ら
募
集
し
、イ
タ
リ
ア
、英
国
、ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
、
ド
イ
ツ
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
フ
ラ
ン
ス
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
、

キ
ル
ギ
ス
、
ス
ロ
ベ
ニ
ア
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
ロ
シ
ア
の
一
一
か
国
か

ら
計
一
二
名
の
参
加
が
あ
っ
た
。

　

当
館
で
は
、
こ
れ
ら
対
象
者
の
業
務
経
験
や
環
境
、
日
本
語
レ
ベ

ル
等
に
応
じ
、
講
義
・
見
学
・
交
流
等
の
研
修
の
内
容
を
策
定
し
て

い
る
。

　

第
一
週
お
よ
び
第
二
週
は
、「
日
本
の
参
考
図
書
」
を
は
じ
め
と

す
る
各
種
情
報
源
の
把
握
を
中
心
に
科
目
を
設
け
、
当
館
職

員
が
講
師
を
担
当
し
た
。
本
年
度
は
、
選
択
科
目
を
廃
止
し

て
す
べ
て
必
修
科
目
と
し
た
。
研
修
期
間
中
に
「
国
立
国
会

図
書
館
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
」が
開
催
さ
れ
た
た
め
、

研
修
に
組
み
入
れ
た
と
こ
ろ
、
好
評
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
国

立
情
報
学
研
究
所
に
お
い
て
、
同
研
究
所
の
事
業
概
要
と
提

供
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
関
す
る
講
義
を
実
施
す
る
と
共
に
、
多

く
の
関
連
機
関
を
見
学
し
た
。

　

第
二
週
最
終
日
と
な
る
一
二
月
八
日
に
は
、
外
部
公
開
の

報
告
会
「
欧
州
に
お
け
る
日
本
研
究
情
報
の
収
集
と
提
供
」

を
開
催
し
た
。
七
名
の
研
修
生
に
よ
る
所
属
機
関
の
紹
介
や
、

欧
州
に
お
け
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
に
つ
い
て
の
報
告
の
後
、

質
疑
応
答
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
よ
り
研
修
生
お
よ
び
国

内
関
連
機
関
の
相
互
理
解
を
深
め
る
機
会
と
し
た
。
外
部
か

ら
の
参
加
者
は
約
六
〇
名
に
上
り
、
盛
況
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

平
成
一
八
年
度　

日
本
研
究
情
報
専
門
家
研
修
を
開
催
し
て
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そ
の
後
開
催
さ
れ
た
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
に
も
四
五
名
の
参
加
が
あ
っ
た
。

　

第
三
週
は
関
西
館
に
移
動
し
、主
に
各
種
図
書
館
見
学
を
行
っ
た
。

ま
た
、
日
本
に
お
け
る
出
版
物
流
通
の
現
状
と
問
題
点
を
把
握
す
る

た
め
に
、
民
間
出
版
物
の
流
通
に
関
す
る
講
義
を
設
け
た
。

　

さ
ら
に
今
回
初
め
て
、
国
際
交
流
基
金
関
西
国
際
セ
ン
タ
ー
に
滞

在
し
、
同
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
実
施
中
の
「
司
書
日
本
語
研
修
」
の

研
修
生
と
の
交
流
の
場
を
設
け
、
相
互
の
業
務
や
図
書
館
事
情
に
つ

い
て
情
報
交
換
を
行
っ
た
。
ま
た
、
最
終
日
の
科
目
「
有
益
な
日
本

情
報
源
」
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
情
報
収
集
、
特
に
最
近

海
外
で
の
需
要
が
高
ま
っ
て
い
る
日
本
の
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
に
的
を

し
ぼ
っ
た
講
義
を
行
っ
た
。

　

同
じ
く
研
修
最
終
日
に
設
け
た
研
修
反
省
会
や
研
修
終
了
時
の
ア

ン
ケ
ー
ト
で
は
、
講
義
内
容
・
講
義
資
料
と
も
に
、
研
修
生
か
ら
高

い
評
価
を
得
た
。
特
に
講
義
資
料
に
つ
い
て
は
、
研
修
生
以
外
へ
の

公
表
・
活
用
を
望
む
意
見
が
多
か
っ
た
。
ま
た
、
見
学
先
の
選
定
に

つ
い
て
も
、
お
お
む
ね
好
評
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、今
回
の
研
修
生
は
す
べ
て
欧
州
か
ら
の
参
加
で
あ
り
、各
々

が
地
域
的
に
近
い
た
め
、
今
後
の
業
務
に
お
い
て
も
直
接
関
わ
る
可

能
性
が
高
く
、
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
に
役
立
つ
機
会
で
あ
っ
た

と
の
評
価
も
得
た
。

　

当
研
修
は
、
平
成
八
年
度
に
「
日
本
研
究
上
級
司
書
研
修
」
と
し

て
開
催
を
始
め
て
か
ら
一
〇
年
を
経
過
し
た
。
今
回
ま
で
の
参
加
者

は
延
べ
一
二
七
名
に
上
り
、
多
く
の
実
績
を
積
み
上
げ
て
き
た
。
国

際
交
流
基
金
な
ら
び
に
協
力
機
関
と
調
整
を
図
り
つ
つ
、
今
後
も
さ

ら
に
研
修
生
に
と
っ
て
役
に
立
つ
研
修
を
目
指
し
た
い
。

 

（
関
西
館
事
業
部
図
書
館
協
力
課
）

表　研修日程
＜東京＞

科　　目
11月27日 全体オリエンテーション

国立国会図書館長表敬　
研修ガイダンス
見学（国立国会図書館　東京本館）

11月28日 書誌情報データベース：NDL-OPAC
の概要
日本の雑誌記事検索（NDL雑誌記事
索引を中心に）
各種情報源　日本の新聞

11月29日 各種情報源　古典籍資料
見学（国立情報学研究所）

11月30日 各種情報源　日本の参考図書⑴⑵
12月１日 見学（科学技術振興機構情報資料館）

見学（国文学研究資料館）
12月４日 各種情報源　統計資料：英文資料を

中心に
見学（三田メディアセンター）

12月５日 資料保存の基礎知識と国立国会図書
館の保存協力活動
自由研究
見学（国際子ども図書館）

12月６日 政府情報の流通
各種情報源　法令議会資料・官庁資
料

12月７日 国立国会図書館データベースフォー
ラム

12月８日 自由研究
報告会「欧州における日本研究情報
の収集と提供」

＜関西＞ 

科　　目
12月11日 関西館長訪問

関西館オリエンテーション
見学（国立国会図書館関西館）
日本の電子図書館：NDLの事業を中
心に
NDLの文献提供サービス
体験入館

12月12日 見学（京都国際マンガミュージアム）
見学（京都大学附属図書館）

12月13日 見学（奈良国立博物館）
見学（天理大学附属天理図書館）

12月14日 学術文献入手の方法
見学（国際交流基金関西国際セン
ター）

12月15日 自由研究
有益な日本情報源
研修反省会
修了式
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平
成
一
八
年
一
二
月
四
日
、
国
立
国
会
図
書
館
（
東
京
本
館
）
に

お
い
て
、
今
年
度
の
標
記
懇
談
会
を
実
施
し
た
。
行
政
・
司
法
各

部
門
の
支
部
図
書
館
か
ら
支
部
図
書
館
長
二
三
名
お
よ
び
同
分
館

長
四
名
（
い
ず
れ
も
代
理
を
含
む
）
ほ
か
計
三
八
名
が
参
加
し
た
。

黒
澤
隆
雄
国
立
国
会
図
書
館
長
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
中
央
館
か
ら
二

件
、
支
部
図
書
館
か
ら
一
件
の
報
告
を
行
い
、
そ
の
後
、
質
疑
・
懇

談
を
行
っ
た
。

　

中
央
館
か
ら
は
、ま
ず
齋
藤
憲
司
調
査
及
び
立
法
考
査
局
次
長
が
、

「
国
立
国
会
図
書
館
の
立
法
調
査
サ
ー
ビ
ス
と
国
会
議
員
の
ニ
ー
ズ
」

と
題
す
る
報
告
を
行
っ
た
。
調
査
及
び
立
法
考
査
局
の
国
会
サ
ー
ビ

ス
の
概
要
と
、
近
年
の
情
報
環
境
の
劇
的

変
化
に
対
応
し
て
業
務
改
革
を
行
っ
て

い
る
こ
と
、
特
に
国
会
議
員
要
望
調
査
を

行
っ
て
利
用
者
ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努
め

て
い
る
こ
と
や
国
会
サ
ー
ビ
ス
の
指
針

を
策
定
し
た
こ
と
等
を
報
告
し
た
。
続
い

て
ロ
ー
ラ
ー
ミ
カ
総
務
部
支
部
図
書
館
・

協
力
課
課
長
補
佐
が
「
米
国
の
連
邦
政
府

図
書
館
」
と
題
し
、
支
部
図
書
館
制
度
運

営
の
参
考
と
す
る
た
め
に
行
っ
た
米
国

の
連
邦
政
府
図
書
館
や
議
会
図
書
館
に
お
け
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
概
要

を
紹
介
し
た
。

　

支
部
図
書
館
か
ら
は
、
小
林
孝
夫
支
部
経
済
産
業
省
図
書
館
長
が

「
経
済
産
業
省
図
書
館
の
業
務
改
革
と
今
後
の
課
題
」
と
題
し
、
同

館
の
現
況
、
さ
ら
に
省
内
業
務
改
革
の
一
環
と
し
て
本
年
度
取
り
組

ん
で
い
る
図
書
館
業
務
の
改
革
に
つ
い
て
報
告
を
行
っ
た
。
同
館
の

必
要
性
、
有
効
性
、
効
率
性
等
を
再
整
理
し
、
今
年
度
中
に
組
織
・

業
務
の
見
直
し
に
つ
い
て
結
論
を
出
す
予
定
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で

あ
っ
た
。

　

報
告
を
受
け
て
、
質
疑
お
よ
び
懇
談
に
お
い
て
、
い
く
つ
か
の
支

部
図
書
館
か
ら
自
館
の
現
状
の
紹
介
や
直
面
し
て
い
る
様
々
な
課
題

と
将
来
へ
向
け
て
の
取
組
み
に
つ
い
て
活
発
な
発
言
が
あ
っ
た
。
イ

ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
の
活
用
、
専
門
領
域
に
お
い
て
特
色
あ
る
蔵
書
を

構
築
す
る
こ
と
、
ま
た
中
央
館
と
の
連
携
を
深
め
る
こ
と
等
の
重
要

性
が
指
摘
さ
れ
、
特
に
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
や
研
修
関
連
の
事
項
に

つ
い
て
多
く
の
コ
メ
ン
ト
が
寄
せ
ら
れ
た
。
調
査
及
び
立
法
考
査
局

が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
そ
の
他
で
提
供
し
て
い
る
刊
行
物
・
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
等
に
つ
い
て
も
強
い
関
心
が
示
さ
れ
た
。

　

最
後
に
、
生
𠩤
至
剛
副
館
長
か
ら
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
閉
会
し
た
。

 

（
総
務
部
支
部
図
書
館
・
協
力
課
）

平
成
一
八
年
度
国
立
国
会
図
書
館
長
と
行
政
・
司
法
各
部
門
支
部
図
書
館
長
と
の
懇
談
会
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特 

別
展
「
古
密
教―

日
本
密
教
の
胎
動
」

目
録　
奈
良
国
立
博
物
館

　
（
〒
630-
8213　

奈
良
市
登
大
路
町
五
〇
番
地
）

　
二
○
○
五・七　

二
○
七
頁　

Ａ
４ 

（K16-H625

）

　

空
海
は
、
延
暦
二
三
年
（
八
○
四
）、
遣
唐
使
の

一
員
と
し
て
海
を
渡
り
、
翌
二
四
年
（
八
○
五
）、

長
安
青
龍
寺
で
恵
果
阿
闍
梨
よ
り
密
教
最
高
位
の
伝

法
阿
闍
梨
位
の
灌
頂
を
授
か
り
、
真
言
密
教
の
第
八

祖
と
な
っ
た
。
帰
国
し
た
空
海
が
伝
え
た
密
教
が
そ

の
後
の
日
本
の
仏
教
や
社
会
に
与
え
た
影
響
は
計
り

知
れ
な
い
。

　

本
書
は
、
平
成
一
七
年
（
二
○
○
五
）
七
月
、
空

海
の
灌
頂
か
ら
数
え
て
一
二
○
○
年
を
記
念
し
て
、

奈
良
国
立
博
物
館
で
催
さ
れ
た
特
別
展
「
古
密
教―

日
本
密
教
の
胎
動
」
の
展
示
会
図
録
で
あ
る
。
近
年

密
教
を
取
り
上
げ
た
企
画
は
多
い
が
、
古
密
教
に
焦

点
を
当
て
た
企
画
は
初
め
て
と
い
う
。

　

木
像
、
石
像
、
図
像
、
経
典
、
絵
巻
、
曼
荼
羅
、

法
具
な
ど
古
密
教
に
ま
つ
わ
る
多
彩
な
品
々
一
○
八

点
の
カ
ラ
ー
写
真
は
た
い
へ
ん
美
し
く
見
ご
た
え
が

あ
る
。
そ
の
す
べ
て
に
は
、
詳
細
な
解
説
と
日
英
両

文
の
目
録
が
付
け
ら
れ
、
ま
た
そ
の
特
徴
や
伝
播
の

仕
方
に
つ
い
て
、
学
芸
員
に
よ
る
概
説
や
論
考
も
充

実
し
て
お
り
、
単
な
る
図
録
で
は
な
く
古
密
教
に
つ

い
て
の
専
門
書
と
い
っ
た
感
が
あ
る
。

　

古
密
教
は
雑
密
（
ぞ
う
み
つ
）
と
も
い
い
、
一
般

に
空
海
以
前
の
密
教
を
さ
し
、
空
海
以
降
の
密
教
、

純
密
（
じ
ゅ
ん
み
つ
）
と
区
別
さ
れ
る
。
純
密
が
大

日
如
来
と
い
う
最
高
尊
を
有
し
、
大
日
如
来
を
頂
点

と
し
て
諸
尊
を
体
系
化
し
、
即
身
成
仏
の
境
地
を
目

指
し
て
い
た
の
に
対
し
、
古
密
教
に
は
大
日
如
来
が

い
ま
だ
現
れ
て
お
ら
ず
、
教
義
も
未
成
熟
で
、
宗
派

と
し
て
も
確
立
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

　

日
本
に
密
教
が
伝
わ
っ
た
の
は
か
な
り
古
く
、
天

武
一
四
年
（
六
八
五
）
に
は
す
で
に
密
教
経
典
『
金

剛
場
陀
羅
尼
経
』（
こ
の
展
覧
会
で
展
示
さ
れ
た
、

現
存
す
る
日
本
最
古
の
経
典
）
が
書
写
さ
れ
て
い
た

の
を
始
め
、
奈
良
時
代
に
は
一
三
○
部
に
及
ぶ
密
教

経
典
や
図
像
が
伝
来
し
て
い
た
と
い
わ
れ
る
。

　

当
時
は
、
人
々
の
苦
悩
に
応
じ
て
姿
を
変
え
、
数

多
く
の
顔
や
手
で
人
々
を
救
済
し
て
く
れ
る
十
一

面
観
音
や
千
手
観
音
な
ど
の
変
化
観
音
や
、
ま
さ
に

　
　

遠　

客　

近　

客

（
東
京
本
館
）

一
一
月
六
日　

ロ
バ
ー
ト
・
ニ
ュ
ー
リ
ン
夫
妻（
米

国
）
二
名

一
一
月
六
日　

ベ
ト
ナ
ム
訪
日
視
察
団
一
行
六
名

一
一
月
七
日　

カ
ー
リ
ン
・
ベ
ア
テ
・
ボ
ル
夫
妻

（
ノ
ル
ウ
ェ
ー
児
童
書
研
究
所
長
）
二
名

一
一
月
八
日　

中
国
国
家
自
然
科
学
基
金
一
行
五

名
一
一
月
一
〇
日　

チ
ェ
・
ソ
ン
ヒ
氏
（
韓
国
科
学

技
術
情
報
研
究
院
（K

IST
I

）
上
級
研
究
員
）

一
一
月
一
四
日　

ノ
ル
ベ
ル
ト
・
ヘ
ン
ケ
氏
（
ド

イ
ツ
）
一
行
三
名

一
一
月
一
四
日　

ベ
ル
ン
ト
・
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
氏

（
駐
日
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
主
席
公
使
）
一
行

二
名

一
一
月
一
四
日
〜
一
七
日　

中
国
国
家
図
書
館
と

の
第
二
六
回
業
務
交
流
訪
日
代
表
団　

五
名

一
一
月
一
六
日　

千
葉
県
公
共
図
書
館
協
会

　

一
五
名

一
一
月
二
一
日　

ロ
バ
ー
タ
・
ピ
レ
ッ
ト
氏
（
米

国
・
エ
ー
ル
大
学
図
書
館
資
料
保
存
部
長
）、

ハ
ル
コ
・
ナ
カ
ム
ラ
氏
（
米
国
・
エ
ー
ル
大
学

図
書
館
東
ア
ジ
ア
担
当
司
書
）

一
一
月
二
七
日　

平
成
一
八
年
度
日
本
研
究
情
報

������
国立国会図書館は、法律
によって定められた納本
制度により、日本国内の
出版物を広く収集してい
ます。このコーナーでは、
主として取次店を通さな
い国内出版物を取り上げ
て、ご紹介します。
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病
気
を
治
癒
し
て
く
れ
る
薬
師
如
来
な
ど
が
そ
れ
ぞ

れ
に
信
仰
を
集
め
て
い
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
を
本

尊
と
し
て
、
僧
た
ち
が
人
々
に
代
わ
っ
て
懺
悔
の
行

を
勤
め
、
そ
の
功
徳
に
よ
っ
て
天
下
泰
平
、
五
穀
豊

穣
、
万
民
快
楽
な
ど
の
き
わ
め
て
現
世
的
な
利
益
を

願
う
儀
礼
＝
悔
過
（
け
か
）
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い

た
ら
し
い
。

　

本
書
で
も
、
日
本
で
制
作
さ
れ
た
十
一
面
観
音
の

彫
像
と
し
て
現
存
最
古
と
考
え
ら
れ
る
立
像
（
飛
鳥

時
代
）
を
始
め
、
形
式
が
定
ま
り
き
っ
て
い
な
い
お

お
ら
か
な
仏
像
や
仏
画
が
多
く
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　

一
方
日
本
に
は
、
奥
深
い
霊
山
に
分
け
入
り
苦
行

す
る
こ
と
で
神
秘
的
な
呪
力
が
得
ら
れ
る
と
考
え
る

山
岳
信
仰
が
古
く
か
ら
あ
り
、
僧
た
ち
は
呪
力
を
増

す
た
め
、
山
林
で
修
行
を
行
っ
て
い
た
。
空
海
は
入

唐
前
、
四
国
の
山
々
で
苦
行
を
積
ん
で
い
た
し
、
修

験
道
の
開
祖
と
い
わ
れ
る
役
小
角
も
、
葛
城
山
で
修

行
し
密
教
的
な
呪
術
を
行
っ
て
い
た
と
い
わ
れ
る
。

　

そ
の
よ
う
な
山
岳
信
仰
と
密
教
の
深
い
関
わ
り
を

示
す
よ
う
に
、
本
書
で
は
、
古
く
か
ら
霊
山
と
し
て

知
ら
れ
る
奈
良
県
の
大
峯
山
山
頂
や
日
光
の
男
体
山

山
頂
か
ら
出
土
し
た
、
三
鈷
鐃
（
さ
ん
こ
に
ょ
う
）

や
香
炉
な
ど
様
々
な
密
教
の
法
具
が
紹
介
さ
れ
て
い

る
。
特
に
三
鈷
鐃
は
純
密
の
修
法
で
は
用
い
ら
れ
な

い
古
密
教
特
有
の
法
具
と
さ
れ
、
本
書
の
写
真
で
見

る
と
、
鈴
に
三
つ
又
の
柄
が
付
け
ら
れ
て
い
て
、
そ

の
柄
に
角
の
よ
う
な
も
の
が
つ
い
て
い
た
り
輪
が
つ

い
て
い
た
り
、
素
朴
な
が
ら
も
力
強
く
面
白
い
形
を

し
て
い
る
。

　

い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な
修
法
を
行
っ
て
い
た
の
か

気
に
な
る
と
こ
ろ
だ
が
、
実
は
今
も
古
密
教
の
姿
は

伝
統
の
中
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
。

　

例
え
ば
、
春
先
、
奈
良
東
大
寺
の
木
造
の
堂
内

で
僧
侶
が
大
き
な
松
明
を
振
り
か
ざ
し
て
走
る
豪

壮
な
法
要
を
、
直
接
あ
る
い
は
少
な
く
と
も
テ
レ
ビ

で
ご
覧
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
る
だ
ろ
う
。
お
水
取
り

と
し
て
知
ら
れ
る
こ
の
二
月
堂
修
二
会
は
、
天
平
勝

宝
四
年
（
七
五
二
）
以
来
一
度
も
絶
え
る
こ
と
な
く

一
二
五
○
年
以
上
続
い
て
い
る
、
十
一
面
観
音
を
本

尊
と
し
て
行
わ
れ
る
悔
過
会
（
け
か
え
）
＝
十
一
面

悔
過
会
で
あ
る
。

　

そ
の
最
後
三
日
間
に
行
わ
れ
る
達
陀（
だ
っ
た
ん
）

と
呼
ば
れ
る
儀
式
で
は
、
松
明
の
登
場
前
に
、
八
種

類
の
呪
物
で
、
呪
術
的
な
加
持
の
所
作
を
行
う
そ
う

だ
が
、
そ
の
呪
物
に
は
、
山
岳
修
行
者
が
邪
を
払
う

法
具
と
し
て
身
に
つ
け
た
法
螺
貝
や
太
刀
な
ど
が
用

い
ら
れ
、
三
鈷
鐃
が
作
法
の
区
切
り
に
振
り
鳴
ら
さ

れ
る
と
い
う
。

　

今
年
も
二
月
堂
修
二
会
や
法
隆
寺
金
堂
の
修
正
会

（
し
ゅ
し
ょ
う
え
）
な
ど
の
行
事
が
常
の
よ
う
に
行

わ
れ
、
一
方
空
海
が
歩
い
た
四
国
の
道
は
へ
ん
ろ
み

ち
と
な
り
、
今
も
多
く
の
人
が
訪
れ
る
。
本
書
を
手

に
取
り
、
脈
々
と
続
く
人
々
の
願
い
を
思
い
、
た
い

へ
ん
感
慨
深
か
っ
た
。 

（
五い
が
ら
し

十
嵐　

麻ま

り

よ
理
世
）

専
門
家
研
修　

一
二
名

一
一
月
二
八
日　

イ
・
ジ
ン
ス
ク（
李
鎭
淑
）氏（
韓

国
外
交
通
商
省
外
交
安
保
研
究
院
図
書
館
長
）

一
一
月
二
八
日　

東
学
農
民
革
命
参
与
者
名
誉
回

復
審
議
委
員
会
（
韓
国
）
一
行
三
名

一
二
月
一
日　

松
浦
伸
吾
氏
（
兵
庫
県
立
図
書
館

長
）

一
二
月
五
日　

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
国
立
公
文
書
館

職
員
一
行
三
名

一
二
月
六
日　

中
国
大
学
図
書
館
関
係
者
一
行

　

二
七
名

一
二
月
八
日　

国
際
基
督
教
大
学
図
書
館　

一
名

一
二
月
一
一
日　

レ
・
ト
ゥ
イ
・
ズ
ン
氏
（
ベ
ト

ナ
ム
国
立
図
書
館
国
際
関
係
課
職
員
）

一
二
月
一
八
日　

鐘
文
一
氏
（
中
国
）、
庄
田
畋

氏
（
中
国
）

＊　

＊　

＊

　

一
〇
月
〜
一
二
月
に
は
こ
の
ほ
か
に
、
学
校
関

係
五
件
三
八
名
、
大
学
関
係
（
司
書
課
程
等
）
四

件
三
〇
名
、
そ
の
他
八
件
四
四
名
の
見
学
・
参
観

を
行
っ
た
。

（
関
西
館
）

一
〇
月
四
日　

ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ナ
イ
氏
（
米
国･

シ
カ
ゴ
大
学
南
ア
ジ
ア
言
語
・
地
域
セ
ン
タ
ー

長
）
一
行
三
名

一
一
月
四
日　

平
成
一
六
年
度
図
書
館
司
書
専
門
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月　

例　

報　

告

法
規
の
制
定

解
説

　

法
律
第
百
十
八
号
は
、
防
衛
庁
を
防
衛
省
に
移

行
さ
せ
る
等
し
た
も
の
で
あ
り
、当
館
関
係
で
は
、

国
立
国
会
図
書
館
法
の
規
定
に
よ
り
行
政
各
部
門

に
置
か
れ
る
支
部
図
書
館
及
び
そ
の
職
員
に
関
す

る
法
律
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
一
号
）
等
に

つ
い
て
所
要
の
改
正
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　

内
規
第
十
号
は
、
非
違
行
為
を
行
っ
た
職
員

に
対
す
る
館
長
の
指
導
監
督
上
の
措
置
と
し
て
の

訓
告
等
を
行
う
場
合
及
び
手
続
を
定
め
る
と
と
も

に
、
そ
の
他
所
要
の
規
定
を
整
備
し
た
も
の
で
あ

る
。

　

館
長
決
定
第
八
号
は
、
法
律
第
百
十
八
号
に
よ

る
国
立
国
会
図
書
館
法
の
規
定
に
よ
り
行
政
各
部

門
に
置
か
れ
る
支
部
図
書
館
及
び
そ
の
職
員
に
関

す
る
法
律
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
所
要
の
規
定
を

整
備
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

法
律
第
百
十
八
号
及
び
館
長
決
定
第
八
号
は
平

成
十
九
年
一
月
九
日
か
ら
、
内
規
第
十
号
は
同
月

一
日
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
施
行
さ
れ
た
。

（
法
律
第
百
十
八
号
）

　
　
　

 

防
衛
庁
設
置
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（
抄
）

 

（
平
成
十
八
年
十
二
月
二
十
二
日
公
布
）

　
　
　

附　

則
（
抄
）

　

（
施
行
期
日
）

第
一
条　

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て

三
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め

る
日
か
ら
施
行
す
る
。﹇
以
下
略
﹈

（
国
立
国
会
図
書
館
法
の
規
定
に
よ
り
行
政
各
部

門
に
置
か
れ
る
支
部
図
書
館
及
び
そ
の
職
員
に
関

す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
十
七
条　

国
立
国
会
図
書
館
法
の
規
定
に
よ
り
行

政
各
部
門
に
置
か
れ
る
支
部
図
書
館
及
び
そ
の
職

員
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
一

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
一
条
の
表
国
立
国
会
図
書
館
支
部
防
衛
庁
図

書
館
の
項
を
削
り
、同
表
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

　
　

（
略
）

（
国
立
国
会
図
書
館
法
の
規
定
に
よ
り
行
政
各

部
門
に
置
か
れ
る
支
部
図
書
館
及
び
そ
の
職
員
に

関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
改

正
）

第
三
十
条　

国
立
国
会
図
書
館
法
の
規
定
に
よ
り
行

政
各
部
門
に
置
か
れ
る
支
部
図
書
館
及
び
そ
の
職

講
座
同
期
会　

七
名

一
一
月
六
日　

近
畿
国
際
建
設
研
修　

一
五
名

一
一
月
一
三
日　

中
国
上
海
市
松
江
区
人
民
政
府

訪
日
団　

二
四
名

一
一
月
一
四
日　

日
本
学
術
会
議
図
書
館
、
内
閣

府
図
書
館　

二
名

一
一
月
一
四
日　

東
京
大
学
総
合
図
書
館　

二
名

一
一
月
一
四
日　

千
葉
県
立
西
部
図
書
館　

二
名

一
一
月
二
〇
日　

第
二
六
回
日
中
業
務
交
流
・
中

国
国
家
図
書
館
代
表
団　

五
名

一
一
月
二
九
日　

東
京
大
学
総
合
図
書
館　

二
名

一
二
月
一
一
日　

平
成
一
八
年
度
日
本
研
究
情
報

専
門
家
研
修　

一
三
名

一
二
月
一
九
日　

平
成
一
八
年
度
司
書
日
本
語
研

修　

一
二
名

一
二
月
二
一
日　

国
立
公
文
書
館
ア
ジ
ア
歴
史
資

料
セ
ン
タ
ー　

一
名

＊　

＊　

＊

　
　

一
〇
月
〜
一
二
月
に
は
こ
の
ほ
か
に
、
学
校
関

係
六
件
一
五
六
名
、
大
学
関
係
（
司
書
課
程
等
）

三
件
四
〇
名
、そ
の
他
三
二
件
五
一
一
名
の
見
学
・

参
観
を
行
っ
た
。

（
国
際
子
ど
も
図
書
館
）

一
〇
月
五
日　

カ
ー
リ
・
ヒ
ル
ト
氏（
ノ
ル
ウ
ェ
ー
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員
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
昭

和
三
十
一
年
法
律
第
四
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

　

附
則
第
二
項
中
「
国
立
国
会
図
書
館
支
部
防
衛

庁
図
書
館
」
を
「
国
立
国
会
図
書
館
支
部
防
衛
省

図
書
館
」
に
改
め
、「
自
衛
隊
法
」
の
下
に
「（
昭

和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
五
号
）」
を
加
え
る
。

（
内
規
第
十
号
）

　
　
　

 

国
立
国
会
図
書
館
職
員
に
対
す
る
訓
告
等
の

措
置
に
関
す
る
内
規

 

（
平
成
十
八
年
十
二
月
二
十
二
日
制
定
）

（
趣
旨
）

第
一
条　

こ
の
内
規
は
、
非
違
行
為
を
行
っ
た
国
立

国
会
図
書
館
職
員
（
館
長
を
除
く
。
以
下
「
職
員
」

と
い
う
。）
に
対
す
る
指
導
監
督
上
の
措
置
と
し

て
の
訓
告
等
を
行
う
場
合
及
び
手
続
に
つ
い
て
定

め
る
も
の
と
す
る
。

（
訓
告
等
を
行
う
場
合
）

第
二
条　

職
員
の
非
違
行
為
に
つ
い
て
、
国
会
職

員
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
八
十
五
号
）
第

二
十
八
条
に
規
定
す
る
懲
戒
の
処
分
が
行
わ
れ
な

か
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
職
員
に
そ
の
責
任

を
自
覚
さ
せ
、
今
後
の
職
務
履
行
等
の
改
善
向
上

を
図
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
館

長
は
、
当
該
職
員
に
対
し
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ

る
場
合
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
指
導
監
督

上
の
措
置
を
行
う
も
の
と
す
る
。

一 　

当
該
職
員
の
非
違
行
為
が
比
較
的
重
い
と
認

め
ら
れ
る
場
合　

訓
告

二 　

当
該
職
員
の
非
違
行
為
が
前
号
に
規
定
す
る

訓
告
を
行
う
ま
で
に
至
ら
な
い
も
の
と
認
め
ら

れ
る
場
合　

厳
重
注
意

（
訓
告
等
の
手
続
）

第
三
条　

訓
告
等
は
、
訓
告
の
場
合
に
あ
っ
て
は
訓

告
書
（
様
式
第
一
）
を
、厳
重
注
意
の
場
合
に
あ
っ

て
は
厳
重
注
意
書
（
様
式
第
二
）
を
当
該
非
違
行

為
を
行
っ
た
職
員
に
交
付
し
、
か
つ
、
館
長
又
は

そ
の
指
示
を
受
け
た
職
員
が
そ
れ
ら
の
内
容
を
口

頭
で
申
し
渡
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、

や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
る
場
合
に
は
、
口
頭
で

の
申
渡
し
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　

附　

則

（
施
行
期
日
）

１　

こ
の
内
規
は
、
平
成
十
九
年
一
月
一
日
か
ら
施

行
す
る
。

（
国
立
国
会
図
書
館
事
務
分
掌
内
規
の
一
部
改
正
）

２　

国
立
国
会
図
書
館
事
務
分
掌
内
規
（
平
成
十
四

年
国
立
国
会
図
書
館
内
規
第
三
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
十
四
条
第
二
号
中
「
及
び
懲
戒
」
を
「
、
懲

王
国
大
使
館
）
一
行
五
名

一
〇
月
一
三
日　

財
団
法
人
日
本
国
際
協
力
セ
ン

タ
ー　

モ
ン
ゴ
ル
・
ラ
オ
ス
研
修
員　

四
名

一
〇
月
一
六
日　

ブ
ラ
ン
カ・ス
テ
フ
リ
ー
コ
ヴ
ァ
ー

氏
（
チ
ェ
コ
児
童
文
学
研
究
家
）
一
行
四
名

一
〇
月
三
一
日　

富
岡
市
立
図
書
館
二
名

一
一
月
八
日　

カ
ー
リ
ン
・
ベ
ア
テ
・
ボ
ル
氏
（
ノ

ル
ウ
ェ
ー
児
童
書
研
究
所
長
）
一
行
二
名

一
一
月
一
四
日　

ハ
イ
デ
・
ボ
ア
ッ
セ
ン
氏
（
国

際
児
童
図
書
評
議
会
（IBBY

））
一
行
四
名

一
一
月
一
七
日　

第
二
六
回
日
中
業
務
交
流
・
中

国
国
家
図
書
館
代
表
団　

五
名

一
二
月
一
日　

兵
庫
県
立
図
書
館　

一
名　

一
二
月
五
日　

日
本
研
究
情
報
専
門
家
研
修　

一
二
名

一
二
月
九
日　

ク
ラ
ウ
デ
ィ
ア
・
レ
ニ
ャ
ッ
ツ
ィ

氏
（
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
・
第
一
五
回
野
間
国
際
絵

本
原
画
コ
ン
ク
ー
ル
審
査
員
）
一
行
三
名

一
二
月
一
二
日　

デ
ィ
ン
・
ホ
ン
・
タ
イ
氏
（
ベ

ト
ナ
ム
・
ハ
ノ
イ
教
育
大
学
）
一
行
四
名

＊　

＊　

＊

　
　

一
〇
月
〜
一
二
月
に
は
こ
の
ほ
か
に
、
学
校
関

係
七
件
一
五
〇
名
、
大
学
関
係
（
司
書
課
程
等
）

四
件
八
〇
名
、そ
の
他
三
四
件
三
二
九
名
の
見
学
・

参
観
を
行
っ
た
。
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戒
及
び
訓
告
等
」
に
改
め
る
。

（
国
立
国
会
図
書
館
文
書
保
存
区
分
内
規
の
一
部

改
正
）

３　

国
立
国
会
図
書
館
文
書
保
存
区
分
内
規
（
平
成

二
年
国
立
国
会
図
書
館
内
規
第
七
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　

別
表
の
二
５
中
「
職
員
の
」
の
下
に
「
訓
告
等

及
び
」
を
加
え
る
。

国
立
国
会
図
書
館
の
編
集
・
刊
行
物

レ
フ
ァ
レ
ン
ス　
六
七
二
号　

Ａ
４　

一
五
一
頁

■
新
年
の
ご
挨
拶

■
マ
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関西館総合閲覧室リニューアルのお知らせ

　関西館総合閲覧室では、各分野の参考図書、抄録・索引誌、国内の官庁出版物・法
令議会資料、図書館情報学資料、主要な雑誌・新聞、全国の電話帳など、総計 9万冊
を超える資料を開架しています。
　この総合閲覧室をより多くの来館者の方々に効果的・効率的にご利用いただけるよ
う、全面的に資料の配置替えを行い、平成19年 1 月 6 日に利用提供を開始しました。
　生まれ変わった総合閲覧室のおもなポイントは、次のとおりです。

■利用頻度の高い科学技術分野を複写カウンター付近に配置し、閲覧や複写が効
率的にできるようにしました。
　これら科学技術分野の資料と関連の深い経済・産業分野の資料をあわせて利用
できるよう、配置場所を隣接させました。

■テーマごとにコーナーを設置しました。

・特に利用の多い資料や、これまで複数の場所に分散していた資料は、テーマ別
に13のコーナーを設けて配置し、ひと目でわかるように表示しました。コーナー
名は次のとおりです。
　　　　　　「医療」「薬」「建築」「技術動向」「環境」「災害・地震」「統計」
　　　　　　「マーケティング」「会社録」「人物情報」「辞書」「地方史誌」
　　　　　　「図書館情報学」

・テーマ別のほか、開架資料の新刊書をご紹介するコーナーも新設しました。

・国や地方自治体の出版物は、官庁資料としてまとめて配置してありますが、「地
方史誌」「統計」などのコーナーや各分野の図書に関連するものについては、
それぞれの配置場所に並べました。

■別々に配置されていた和洋の図書を、分野ごとに同じ棚に並べました。

　なお、閲覧室に配置してある資料のほか、地下の書庫には和・洋・アジア言語の図
書（約88万冊）、雑誌（約 9万タイトル）、科学技術資料（規格・テクニカルレポート・
海外博士論文など約332万件）、国内博士論文（約45万人分）、文部科学省科研費報告
書（約14万件）など、数多くの資料を所蔵しており、ご利用いただけます。

利用しやすくなった関西館へ、ぜひお越しください。

お問い合わせ先　0774－98－1341（直通）

 （関西館資料部文献提供課）

���������
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アジア情報室の新しいサービスのご案内

1 ．中国語電子ジャーナルの郵送複写サービスを開始しました

　「中国学術雑誌全文データベース（CAJ）」の郵送複写サービスを開始しました。こ
のデータベースには、1994年以降に中国で発行された主要な学術雑誌約7,600誌、記
事数にして1,620万件以上が収録されており、月次で新刊雑誌の文献データが追加さ
れています。収録分野は理工、農学、医薬・衛生、文学・歴史・哲学、政治・経済・
法律、教育・社会科学、電子・情報科学となっており主要な学問分野がほとんどカバー
されています。
　「中国知识基础设施（CNKI）」（http://www.cnki.net/）内の「中国期刊全文数据
」を検索して必要な論文をご確認のうえ、関西館アジア情報室ホームページ「ア
ジア情報室資料の複写」（http://www.ndl.go.jp/jp/service/kansai/asia/contents/
asia_ds.html）にある「郵送用資料複写申込書（CAJ専用）」に必要事項を記入して、
下記の申込書送付先に郵送でお申し込み下さい。
　　　○申込書送付先
　　　〒619-0287  京都府相楽郡精華町精華台 8 - 1 - 3
　　　国立国会図書館関西館　文献提供課複写貸出係（TEL：0774-98-1313）
　　　※封筒に「複写申込書在中」とご記入ください。

2 ． アジア言語OPACでアラビア語図書の書誌情報が検索可能となりました

　関西館で所蔵するアラビア語図書の書誌情報1,146タイトル（2,161冊）をアジア言
語OPAC（http://asiaopac.ndl.go.jp/）に搭載しました。これによりアジア言語OPAC
で提供する書誌情報の言語数は、既に提供中の中国語、朝鮮語、モンゴル語、ベトナ
ム語、インドネシア語、マレーシア語とあわせ 7言語となりました。原綴でも翻字形
でも検索することができます。

アラビア語図書の検索結果表示画面
（書誌事項が右から左に記述されるので、エンコード設定が可能なブラウザであれば「ドキュメ
ントの方向―右から左」としてご覧ください。） （関西館資料部アジア情報課）
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関西館における電子情報提供サービスの改善について

　関西館では、これまで各種の電子ジャーナルやCD/DVD-ROMの閲覧およびプリ
ントアウトサービスを提供してきましたが、来館利用者の皆様による調査研究に電子
情報をより効果的に活用していただけるよう、平成19年 4月 5日（木）から、次の
とおりサービスを改善いたします。

①インターネット情報へのアクセス

　総合閲覧室にインターネット端末を配置し、調査研究に有用なウェブ情報へのアク
セスができるようになります。（プリントアウトはできません。）

②プリントアウトサービスの改善

　電子ジャーナルやCD/DVD-ROMのプリントアウトサービスに係るサービスメ
ニューの拡充を図ります。カラー製品の提供を開始するほか、A 3判のプリントアウ
トもできるようになります。
　なお、プリントアウト枚数は、納本資料については一資料につきA 4判20枚まで、
その他の資料については契約上の制限のあるものを除き一回につき100枚までとなり
ます。

　ご利用になれる電子ジャーナルやCD/DVD-ROM等のコンテンツの詳細につきま
しては、当館ホームページ（総合閲覧室についてはhttp://www.ndl.go.jp/jp/service/
kansai/reading_electronic_1.html、アジア情報室についてはhttp://www.ndl.go.jp/jp/
service/kansai/asia/contents/asia_cdrom.html）をご参照ください。また、端末の操
作方法等、実際の利用にあたっては、お気軽に各閲覧室のカウンターにご相談くださ
い。

　なお、サービス改善のための機器の入れ替えに伴い、関西館の電子情報提供サービ
スを一部休止します。みなさまにはご不便をおかけしますが、ご了承をお願いいたし
ます。

○休止期間
　平成19年 4月 2日（月）～ 4日（水）
○休止するサービス
　 総合閲覧室、アジア情報室で提供しているCD/DVD-ROM・電子ジャーナル等
の閲覧・プリントアウトサービス、アジア言語OPACの検索結果プリントア
ウト（アジア言語OPACの検索は可能です。）

 （関西館資料部）
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「子どものための春休みおたのしみ会」開催のお知らせ

4 歳以上の子どもを対象とした「おたのしみ会」を次のとおり行います。
日　時　平成19年 3 月24日（土）、25（日）
　　　　　各日13：30、15：00の 2 回
　　　　　各回40分程度
場　所　国際子ども図書館　 1階　
　　　　　おはなしのへや
内　容　人形劇（なぞなぞのすきな女の子）
　　　　絵本の読み聞かせ　など

　　　　※事前の申込みは不要です。

問い合わせ先
　　　　国立国会図書館国際子ども図書館児童サービス課
　　　　〒110-0007　東京都台東区上野公園12-49　TEL：03-3827-2053（代表）

NACSIS - I L L経由・総合目録ネットワーク経由の
複写・貸出しの申込中止について

　現在、大学図書館、公共図書館等の当館資料の複写・貸出しサービスの利用は、
NDL-OPAC（国立国会図書館蔵書検索・申込システム）のほか、NACSIS-ILL経
由、総合目録ネットワーク経由でお申し込みいただいています。これらのお申込み
は、当館のNDL-ILLシステムで受付等を行っていますが、平成19年3月31日をもって、
NDL-ILLシステムの運用を中止し、平成19年4月からはNDL-OPACでお申し込みい
ただくこととなりました。
　なお、最終受付日は以下のとおりです。
　NACSIS-ILL経由の複写および貸出しのお申込み―平成19年 3月31日
　総合目録ネットワーク経由の貸出しのお申込み―平成19年 3月30日
　詳しくは、当館ホームページ「NACSIS-ILL経由・総合目録ネットワーク経由の複写・
貸出しの申込中止について」（http://www.ndl.go.jp/jp/library/library_ndlillnews.html）
をご覧ください。また、不明な点は、関西館文献提供課複写貸出係までお問い合わせ
ください。
　複写に関するお問い合わせ　　　　　　　　0774-98-1313　（直通）
　利用者登録、貸出しに関するお問い合わせ　0774-98-1312　（直通）

せお 知 ら

せお 知 ら
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第146回常設展示　路面電車クロニクル
 平成19年 2月22日～ 4月17日
　みなさんは路面電車に乗ったことがありますか？
　それは、札幌、長崎、はたまたサンフランシスコでのことでしょうか？あるいは、
旅先のヨーロッパで見かけた、斬新なデザインの路面電車でしょうか？もしかしたら、
その昔、国立国会図書館に路面電車で通ったという方もいらっしゃるかもしれません。
　路面電車が日本で走るようになってから110余年。その間、日本の路面電車が歩ん
だ道のりは、決して平坦なものではありませんでした。
　1890（明治23）年に登
場した路面電車は、近代
の都市交通を担う新しい乗
り物として期待され、馬車
鉄道や人力車に取って代わ
る形で各地に続々と敷設さ
れて、日本は世界でも屈指
の路面電車大国となりまし
た。そして、戦争中の受難
の時代も乗り越え、戦後も
都市交通において重要な役
割を果たしました。
　しかし、その栄華も長く
は続きませんでした。1960
年代以降、高度成長にとも
なう車や地下鉄の普及により、路面電車は路上から姿を消していきました。
　こうして、路面電車の時代は幕を閉じたかのように見えました。この時期以降の当
館の所蔵資料も、この時代の流れを反映して、路面電車に関するものが激減しました。
　しかし、1990年代に入ってから、再び少しずつ路面電車に関する資料が増え始めま
した。それは、この時期の前後から、車社会がもたらした各種の弊害を解決するため
の新たな都市計画の手段の一つとして、ヨーロッパで次世代型の新しい路面電車によ
る取組みが注目されるようになったことが理由でした。
　そして現在、日本の多くの都市でも、2004年 4 月に開通した富山ライトレールに代
表されるように、再び路面電車に都市の未来を託そうという流れが生まれています。
　今回の展示では、日本の路面電車が歩んだ紆余曲折の年代記（クロニクル）と、そ
こから垣間見える路面電車の懐かしく、それでいて新しい世界を、当館所蔵資料を通
じてご紹介します。
 （青

あお

山
やま

　真
ま

紀
き

・福
ふくばやし

林　靖
やすひろ

博・藤
ふじさわ

沢　宗
ひろき

輝）

「本邦最初の電車」『東京電灯株式会社開業五十年史』より
 ＜当館請求記号　658-181＞

常設展示案内22



国際子ども図書館

支部東洋文庫

〒110－0007 東京都台東区上野公園12－49
電話　03（3827）2053
利用案内　電話　03（3827）2069（音声・FAXサービス）
ホームページ http://www.kodomo.go.jp/

国際子ども図書館は、国立国会図書館の支部図書館とし
て内外の児童書とその関連資料に関する図書館サービス
を国際的な連携のもとに行います。

利用できる人　どなたでも利用できます（ただし資料室は満18歳以上の方）。
資料の利用　館内利用のみ。館外への帯出はできません。
開 館 時 間　9:30～17:00
休 館 日　月曜日、国民の祝日・休日（ 5月5日こどもの日は除く）、
　　　　　　　年末年始、資料整理休館日（第 3水曜日）
休 室 日　休館日以外に次の日が休室となります。
　　　　　　　 2階第一、第二資料室：日曜日
　　　　　　　 3階本のミュージアム：展示会準備期間

〒113－0021　東京都文京区本駒込 2－28－21
電話　03（3942）0122（代表）

東洋学の発展を目的とする専門図書館。
アジア全般にわたる資料・研究書を所蔵しています。
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